
〔
共
同
研
究
〕

「
唐
決
」
―
「
広
修
決
答
」
と
「
維
蠲
決
答
」
の
比
較
研
究
（
五
）
―

『
唐
決
』
―
日
本
に
お
け
る
天
台
教
学
受
容
過
程
の
研
究
―
研
究
会

は
じ
め
に

「
唐
決
」
と
は
、
一
般
に
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
刊
や
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
刊
の
『
唐
決
集
』
に
収
載
さ
れ
る
七
篇

の
問
答
集
を
指
す
。
そ
の
七
篇
と
は
、「
問
答
十
箇
条
　
最
澄
在
唐
日
問
　
邃
座
主
決
議
」「
光
定
疑
問
　
宗
頴
決
答
」「
慧
心

疑
問
　
知
礼
決
答
」「
徳
円
疑
問
　
宗
頴
決
答
」「
円
澄
疑
問
　
広
修
決
答
」「
疑
問
箇
条
同
上
　
維
蠲
決
答
」、
そ
し
て
答
者

不
明
の
「
答
修
禅
院
問
」
で
あ
る
。

伝
教
大
師
最
澄
を
は
じ
め
、
日
本
天
台
の
草
創
期
に
活
躍
し
た
比
叡
山
の
学
匠
（
源
信
の
場
合
、
時
代
も
事
情
も
異
な
る
）
は
、

中
国
に
源
流
を
も
つ
天
台
教
学
を
正
し
く
理
解
・
受
容
す
る
た
め
に
、
中
国
の
天
台
諸
師
に
疑
問
を
提
出
し
、
そ
の
答
え
を

求
め
た
。
こ
の
往
復
書
簡
と
も
言
え
る
遣
り
取
り
は
、
一
方
で
は
得
ら
れ
た
決
答
を
権
威
あ
る
見
解
と
敬
い
つ
つ
、
他
方
で

は
中
国
天
台
の
教
学
的
水
準
を
量
る
目
安
と
し
て
い
た
と
も
言
え
、
そ
の
後
の
日
本
天
台
の
学
匠
の
経
典
注
釈
や
論
義
等
に

発
展
す
る
嚆
矢
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
唐
決
」
研
究
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
お
け
る
「
唐
決
」
の
各
解
説
の
中
で
、
日
中
の
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仏
教
交
流
の
史
料
と
し
て
、
ま
た
中
古
天
台
に
お
け
る
論
義
や
口
伝
が
依
拠
す
る
文
書
と
し
て
の
文
献
的
価
値
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、草
木
成
仏
思
想
や
本
覚
思
想
に
顕
著
な
仏
教
の
日
本
化
を
考
え
る
上
で
示
唆
に
富
む
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、

初
期
日
本
天
台
の
重
要
資
料
で
は
あ
る
が
、
法
相
・
華
厳
等
の
教
学
の
影
響
を
受
け
、
か
つ
当
時
の
中
国
仏
教
の
文
化
的
背

景
を
も
多
分
に
含
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
密
教
将
来
前
夜
と
も
言
え
る
時
代
に
於
い
て
、
日
本
仏
教
に
与
え
た
影
響
の
大
き

さ
が
見
て
取
れ
る
綜
合
仏
教
の
名
に
相
応
し
い
資
料
と
言
え
よ
う
。

以
上
、「
唐
決
」
は
、
初
期
日
本
天
台
の
当
時
の
教
学
的
疑
問
と
中
国
で
の
教
学
的
研
究
成
果
が
交
錯
す
る
第
一
級
資
料
で

あ
り
、
日
本
で
の
天
台
教
学
の
開
展
に
関
し
て
は
無
論
、
以
後
の
日
本
仏
教
全
体
に
関
わ
る
論
点
を
含
ん
で
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
々
の
「
唐
決
」
を
取
り
挙
げ
た
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
体
系
的
に
十
分
な
研
究

が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
ま
ず
「
円
澄
疑
問
　
広
修
決
答
」
と
「
円
澄
疑
問
　
維
蠲
決
答
」
を
取
り
挙
げ
た
。
こ
の
両
書
は
、
第
二
世
天

台
座
主
で
あ
る
寂
光
大
師
円
澄
に
よ
る
三
十
問
か
ら
な
る
同
じ
疑
問
に
対
し
て
、
答
者
の
天
台
山
の
広
修
と
弟
子
の
禅
林
寺

維
蠲
の
決
答
を
、在
唐
中
の
円
載
が
日
本
に
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。こ
の
両
書
の
決
答
の
教
学
的
差
異
に
注
目
す
る
こ
と
で
、

日
本
に
於
い
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、そ
の
後
の
教
学
的
発
展
に
結
び
つ
い
た
の
か
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。従
っ
て
、体

系
的
な
「
唐
決
」
の
研
究
成
果
を
残
す
た
め
、
両
書
の
訓
読
・
現
代
語
訳
・
注
釈
を
中
心
に
、
本
研
究
会
独
自
の
テ
キ
ス
ト

作
成
を
行
っ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
第
三
十
九
号
に
引
き
続
き
、
第
二
十
六
問
か
ら

第
三
十
問
ま
で
と
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、『
法
華
経
』
に
お
け
る
疑
問
や
、
天
台
大
師
智
顗
の
「
三
大
部
」
に
お
け
る
教
判
論
の

解
釈
に
つ
い
て
の
問
答
と
な
っ
て
い
る
。
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凡
例

一
、
本
編
は
、「
円
澄
疑
問
　
広
修
決
答
」
と
「
円
澄
疑
問
　
維
蠲
決
答
」
を
比
較
・
対
照
す
る
べ
く
、
第
二
十
六
問
よ
り
第

三
十
問
ま
で
を
収
め
、
原
文
に
訓
読
・
現
代
語
訳
・
語
注
を
施
し
た
。

一
、
底
本
に
『
日
本
国
三
十
問
謹
案
科
直
答
』
と
『
答
日
本
国
問
』（
共
に
『
日
本
大
蔵
経
』
第
四
〇
巻
所
収
）
を
用
い
、
対
校

本
に
『
釈
疑
広
修
決
答
』
と
『
釈
疑
維
蠲
決
答
』（
共
に
『
新
編
大
日
本
続
蔵
経
』
第
五
六
巻
所
収
）
を
用
い
た
。

一
、
典
籍
名
に
は
『
　
』
記
号
、
引
用
文
に
は
「
　
」
記
号
を
、
判
明
す
る
限
り
に
お
い
て
付
し
た
。

一
、
問
答
の
比
較
・
対
照
の
便
を
優
先
し
、
両
書
と
も
序
に
相
当
す
る
部
分
は
省
略
し
て
い
る
。

一
、
原
則
と
し
て
、
旧
字
・
俗
字
・
略
字
・
異
体
字
は
新
字
に
改
め
た
。

一
、
原
文
に
は
適
宜
、
句
読
点
等
を
施
し
、
文
意
を
取
り
や
す
く
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
た
。

第
二
十
六
問

『
摩
訶
止
観
』
巻
五
上
、
巧
安
止
観
の
箇
所
に
見
ら
れ
る
、「
無
明
痴
惑
は
本
と
是
れ
法
性
な
り
。
痴
迷
を
以
っ
て
の
故
に
、

法
性
変
じ
て
無
明
と
作
り
、
諸
の
顛
倒
を
起
こ
す
」
と
い
う
文
に
関
し
て
、
無
明
と
痴
迷
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の

か
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
広
修
も
維
蠲
も
と
も
に
、
不
二
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
取
る
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、『
摩
訶
止
観
伊
賀
抄
』（
続
天
全
、
顕
教
２
・
一
三
六
頁
下
）、『
漢
光
類
聚
』（
大
正
七
四
・
四
〇
一
頁

下
～
四
〇
二
頁
下
）、『
雑
雑
鈔
』（
天
全
二
五
・
一
四
～
一
六
頁
）
等
に
も
言
及
が
見
ら
れ
る
。
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《
広
修
決
答
》　

【
原
文
】 

第
二
十
六
疑
問
。
引
レ
文
云
無
明
痴
惑
本
是
法
性
。
以
二
痴
迷
一
故
、
法
性
変
作
二
無
明
、一
起
二
諸
顛
倒
一
等
。
疑
云
、
痴
迷

与
二
無
明
一
此
二
有
二
何
殊
。一
而
云
三
痴
迷
故
法
性
作
二
無
明
。一

又
元
初
無
明
為
下
従
二
法
性
一
起
。上
為
下
従
二
法
性
外
一
起
。上

若
法
性
起
法
喩
不
レ
合
。
若
外
起
者
、
無
明
痴
迷
法
本
非
二
法
性
一
也
。
又
元
初
法
性
由
二
何
等
因
縁
一
而
起
二
痴
迷
一
也
。

答
。
此
難
意
太
過
。
文
云
、
無
明
痴
惑
本
是
法
性
。
以
二
痴
迷
一
故
法
性
変
作
二
無
明
、一
起
二
顛
倒
善
不
善
等
。一
彼
挙
レ
喩
、

如
二
寒
来
結
レ
水
為
一レ
氷
。
水
本
非
レ
氷
。
被
二
寒
所
一レ
加
。
法
性
本
非
二
痴
迷
。一
被
二
無
明
所
一レ
加
、
変
作
二
痴
迷
。一
迷
生
故
造
二
作

諸
悪
業
。一
如
レ
寒
。
寒
重
故
以
レ
水
結
成
レ
氷
。
所
問
為
下
痴
迷
与
二
無
明
一
此
亦
何
殊
上
者
。
答
。
無
明
与
二
法
性
一
浄
穢
無
レ
乖
。

約
二
迷
悟
一
論
、
此
即
無
レ
二
。
元
理
既
一
。
無
明
与
二
痴
迷
一
不
二
是
両
物
、一
何
名
二
無
明
、一何
名
二
痴
迷
。一
答
。
触
レ
事
不
レ
知

名
為
二
無
明
。一
只
縁
二
触
レ
事
不
一レ
知
、
名
レ
之
為
レ
痴
。
以
レ
痴
不
レ
知
故
不
レ
識
二
是
非
。一
故
名
為
レ
迷
。
為
二
此
無
明
不
知
不
識
一
不
知

是
不
識
。
非
下
造
二
作
諸
業
一
招
中
生
死
果
。上
十
二
因
縁
三
世
輪
転
。
此
即
是
迷
。
若
法
性
者
本
是
清
浄
一
如
真
諦
。
諦
備
二
万

徳
、一
不
二
是
痴
迷
。一
今
只
為
二
無
明
所
一レ
覆
法
性
不
レ
明
。
全
此
法
愛
、
作
二
無
明
。一
無
明
若
明
朗
然
大
照
。
此
無
明
全
是
法

性
。
此
法
性
全
是
無
明
。
何
以
故
。
迷
故
、
悟
故
。
下
文
云
無
明
即
是
法
性
。
見
思
破
即
是
無
明
破
。
無
明
破
即
是
見
二
法

性
。一 何
曽
是
二
。
如
二
人
迷
レ
東
為
一レ
西
。
至
二
可
レ
悟
時
、一
即
上
来
迷
レ
西
処
便
是
東
。
無
二
別
東
一
也
。
不
レ
得
下
離
二
無
明
一
外

覓
中
法
性
。上
不
レ
得
下
離
二
法
性
一
外
別
覓
中
無
明
。上
先
問
、
元
初
痴
迷
為
下
従
二
法
性
一
起
。上
為
二
法
性
外
起
。一
此
合
二
即
是

両
体
。一
更
喩
説
如
三
一
人
具
、
解
二
種
種
妓
、一
得
二
種
種
名
、一
剋
レ
名
定
レ
実
非
二
二
人
一
也
。
応
レ
知
、
不
レ
得
レ
言
下
従
二
四

句
一
起
。上
皆
妄
計
也
。
中
論
所
レ
破
。
云
云
。
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【
訓
読
】

第
二
十
六
疑
問
。
文
を
引
き
て
云
く
。
無
明

�
１
�

・
痴
惑

�
２
�

は
本
と
是
れ
法
性

�
３
�

な
り
。
痴
迷

�
４
�

を
以
っ
て
の
故
に
、
法
性
変
じ
て

無
明
と
作
り
、
諸
の
顛
倒

�
５
�

を
起
こ
す
等

�
６
�

。
疑
い
て
云
く
。
痴
迷
と
無
明
と
此
の
二
何
の
殊
な
り
か
有
ら
ん
。
而
る
に
痴

迷
な
る
が
故
に
法
性
の
無
明
と
作
る
と
云
う
や
。
又
た
元
初

�
７
�

の
無
明
は
法
性
従
り
起
こ
る
と
為
す
や
。
法
性
の
外
従
り

起
こ
る
と
為
す
や
。
若
し
法
性
の
起
と
せ
ば
法
喩

�
８
�

合
せ
ず
。
若
し
外
に
起
ら
ば
、
無
明
・
痴
迷
の
法
は
本
よ
り
法
性
に

非
ざ
る
な
り
。
又
た
元
初
の
法
性
は
何
等
の
因
縁
に
由
り
て
痴
迷
を
起
こ
す
や
。

答
う
。
此
の
難
の
意
太
だ
過
な
り
。
文
に
云
く
、
無
明
・
痴
惑
は
本
よ
り
是
れ
法
性
な
り
。
痴
迷
を
以
っ
て
の
故
に
法
性
変

じ
て
無
明
と
作
り
、
顛
倒
の
善
不
善
等
起
こ
る
と
。
彼
れ
喩
を
挙
げ
て
、
寒
来
り
て
水
結
び
て
氷
と
為
る
が
如
し

�
９
�

と
。
水
本

氷
に
非
ず
。
寒
の
加
う
る
所
を
被
る
。
法
性
は
本
と
痴
迷
に
非
ず
。
無
明
加
う
る
所
を
被
り
、
変
じ
て
痴
迷
と
作
る
。
迷
生

ず
る
が
故
に
諸
の
悪
業
を
造
作
す
。
寒
の
如
し
。
寒
重
な
る
が
故
に
水
を
以
っ
て
結
び
て
氷
と
成
す
。
所
問
に
痴
迷
と
無
明

と
は
此
れ
亦
た
何
の
殊
な
り
と
為
す
や
と
は
。
答
う
。
無
明
と
法
性
と
浄
穢
の
乖
無
し
。
迷
悟
に
約
し
て
論
ず
。
此
れ
即
ち

二
無
し
。
元
と
理
既
に
一
な
り
。
無
明
と
痴
迷
と
是
れ
両
物
な
ら
ず
ん
ば
、
何
ぞ
無
明
と
名
づ
け
、
何
ぞ
痴
迷
と
名
づ
く
や
。

答
う
。
事
に
触
れ
て
知
ら
ざ
る
を
名
づ
け
て
無
明
と
為
す
。
只
だ
事
に
触
れ
て
知
ら
ざ
る
を
縁
ず
。
之
れ
を
名
づ
け
て
痴
と

為
す
。
痴
を
以
っ
て
知
ら
ざ
る
が
故
に
是
非
を
識
ら
ず
。
故
に
名
づ
け
て
迷
と
為
す
。
此
の
無
明
・
不
知
・
不
識
の
為
に
不

知
は
是
れ
不
識
な
り
。
諸
業
を
造
作
し
生
死
の
果
を
招
く
に
非
ず
。
十
二
因
縁
三
世
に
輪
転
す

AC
B

。
此
れ
即
ち
是
れ
迷
な
り
。
若

し
は
法
性
と
は
本
と
是
れ
清
浄
一
如

AD
B

の
真
諦

AE
B

な
り
。
諦

AF
B

は
万
徳
を
備
え
、
是
れ
痴
迷
な
ら
ず
。
今
只
だ
無
明
覆
う
所
な
る
が

為
に
法
性
明
な
ら
ず
。
全
く
此
の
法
愛

AG
B

、
無
明
と
作
る
。
無
明
若
し
明
な
れ
ば
朗
然

AH
B

と
し
て
大
い
に
照
ら
す
。
此
の
無
明
全

く
是
れ
法
性
な
り
。
此
の
法
性
全
く
是
れ
無
明
な
り
。
何
を
以
っ
て
の
故
に
。
迷
な
る
が
故
に
、
悟
な
る
が
故
に
。
下
の
文

に
云
く
、
無
明
は
即
ち
是
れ
法
性
な
り
。
見
思
の
破
は
即
ち
是
れ
無
明
の
破
な
り
。
無
明
の
破
は
即
ち
是
れ
法
性
を
見
る

AI
B

と
。
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何
ぞ
曽
て
是
れ
二
な
ら
ん
。
人
の
東
に
迷
い
、
西
と
為
す
が
如
し
。
悟
る
べ
き
時
の
至
れ
ば
、
即
ち
上
来
の
西
に
迷
う
処
便

ち
是
れ
東
な
り
。
別
の
東
無
き
な
り
。
無
明
を
離
れ
外
に
法
性
を
覓
む
る
を
得
ず
。
法
性
を
離
れ
外
に
別
の
無
名
を
覓
む
る

を
得
ず
。
先
の
問
に
、
元
初
の
痴
迷
は
法
性
従
り
起
こ
る
と
為
す
や
。
法
性
の
外
に
起
こ
る
と
為
す
や
。
此
れ
即
ち
是
れ
両

体
を
合
す
。
更
に
喩
説
せ
ば
一
人
具
さ
に
種
種
の
妓

AJ
B

を
解
し
、
種
種
の
名
を
得
。
名
を
剋
し
実
定
ま
れ
ば
二
人
に
非
ざ
る
な

り
。
応
に
知
る
べ
し
四
句

AK
B

従
り
起
こ
る
と
言
う
を
得
ず
。
皆
な
妄
計

AL
B

な
り
。
中
論

AM
B

の
破
す
所
な
り
。
云
云
。

【
現
代
語
訳
】

『
摩
訶
止
観
』
の
文
を
引
用
し
て
言
う
。「
無
明
と
痴
惑
（
愚
痴
の
煩
悩
）
は
も
と
も
と
法
性
で
あ
る
。
痴
迷
（
愚
痴
の
迷

い
）
の
た
め
に
、
法
性
が
無
明
に
変
化
し
様
々
な
顛
倒
を
起
こ
す
」
等
と
。
こ
こ
で
疑
問
が
あ
る
。
痴
迷
（
愚
痴
の
迷

い
）
と
無
明
の
二
つ
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
。（
違
い
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。）
そ
れ
な
の
に
痴
迷
（
愚
痴
の
迷

い
）
が
あ
る
か
ら
法
性
が
無
明
と
な
る
と
言
っ
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
か
。
ま
た
、
元
初
（
根
本
の
最
初
）
の
無
明
は
法

性
か
ら
起
こ
る
の
か
。
法
性
の
外
か
ら
起
こ
る
の
か
。
も
し
法
性
か
ら
起
こ
る
と
す
る
の
な
ら
ば
、
教
え
と
喩
え
が
合

っ
て
い
な
い
。
も
し
、（
法
性
の
）
外
か
ら
起
こ
る
と
言
う
の
な
ら
ば
、
無
明
と
痴
迷
（
愚
痴
の
迷
い
）
は
も
と
も
と
法

性
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
元
初
（
根
本
の
最
初
）
の
法
性
は
ど
の
よ
う
な
因
縁
に
よ
っ
て
痴
迷
（
愚
痴
の
迷
い
）

を
起
こ
す
の
か
。

答
え
る
。
こ
の
批
難
は
大
き
く
誤
っ
て
い
る
。『
摩
訶
止
観
』
に
は
、「
無
明
と
痴
惑
は
も
と
も
と
法
性
で
あ
る
。
痴
迷
の
た

め
に
、
法
性
が
無
明
に
変
化
し
、
様
々
な
顛
倒
し
た
善
や
悪
の
煩
悩
な
ど
が
生
じ
る
」
と
あ
る
。
ま
た
天
台
大
師
は
喩
え
を

挙
げ
て
、「
寒
さ
が
や
っ
て
き
て
水
が
凍
っ
て
硬
い
氷
に
変
化
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
水
は
も
と
も
と

氷
で
は
な
い
。
寒
さ
が
加
え
ら
れ
て
氷
と
な
る
の
で
あ
る
。
法
性
は
も
と
も
と
痴
迷
で
は
な
い
。
無
明
が
加
え
る
所
を
受
け
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て
、
痴
迷
へ
と
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
迷
い
が
生
じ
る
か
ら
様
々
な
悪
業
を
作
り
上
げ
る
の
で
あ
る
。
寒
さ
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
寒
さ
が
重
な
る
か
ら
水
が
凍
っ
て
氷
と
な
る
。
質
問
に
は
痴
迷
と
無
明
と
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
と
あ

る
。
答
え
る
。
無
明
と
法
性
と
は
浄
穢
の
へ
だ
た
り
は
な
い
。
迷
い
と
悟
り
と
い
う
点
か
ら
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
二
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
理
は
一
で
あ
る
。
無
明
と
痴
迷
が
二
つ
の
物
で
は
な
い
の
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
無
明

と
名
づ
け
、
痴
迷
と
名
づ
け
る
の
か
。
答
え
る
。
物
事
に
ふ
れ
て
無
知
で
あ
る
こ
と
を
無
明
と
呼
ぶ
。
物
事
に
触
れ
て
無
知

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
痴
と
言
う
。
痴
で
あ
る
か
ら
不
知
で
あ
り
、
是
非
を
認
識
で
き
な
い
。
だ
か
ら
迷
と

言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
無
明
の
た
め
に
不
知
で
あ
り
不
識
な
の
で
あ
る
。
不
知
と
は
不
識
の
こ
と
で
あ
る
。
様
々
な
行
為
に

よ
っ
て
、
生
死
の
果
を
招
く
の
で
は
な
い
。
十
二
因
縁
が
三
世
に
輪
転
す
る
こ
と
は
迷
に
他
な
ら
な
い
。
も
し
く
は
法
性
と

は
も
と
も
と
は
清
浄
な
る
絶
対
的
不
二
で
あ
る
真
諦
（
究
極
の
真
理
）
で
あ
る
。
諦
（
真
理
）
は
あ
ら
ゆ
る
徳
を
備
え
、
愚
痴

の
迷
い
で
は
な
い
。
今
は
た
だ
無
明
に
覆
わ
れ
て
い
る
か
ら
法
性
が
明
で
な
い
の
で
あ
る
。
す
べ
て
こ
の
法
愛
は
無
明
と
な

る
。
無
明
が
も
し
明
で
あ
れ
ば
明
る
く
は
っ
き
り
と
し
て
大
い
に
照
ら
す
。
こ
の
無
明
は
す
べ
て
法
性
で
あ
る
。
こ
の
法
性

は
す
べ
て
無
明
で
あ
る
。
ど
う
し
て
か
と
い
え
ば
、
迷
で
あ
り
、
悟
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。『
摩
訶
止
観
』
の
後
の
文
に
、「
無

明
と
は
法
性
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
見
・
思
の
惑
を
破
す
こ
と
は
無
明
を
破
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
無
明
を
破
す
こ
と
は

法
性
を
見
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
こ
れ
が
二
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
人
が
東

に
迷
っ
て
西
だ
と
す
る
よ
う
に
、
悟
る
べ
き
時
に
至
れ
ば
、
今
ま
で
迷
っ
て
西
だ
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
東
だ
と
わ
か
る

の
で
あ
り
、
別
の
東
は
な
い
の
で
あ
る
。
無
明
を
離
れ
て
外
に
法
性
を
探
し
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
法
性
を
離
れ
て
外

に
別
に
無
明
を
探
し
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
先
の
質
問
に
は
元
々
の
根
本
の
愚
痴
の
迷
い
は
法
性
か
ら
起
こ
る
の
か
、

法
性
の
外
に
起
こ
る
の
か
と
あ
る
。こ
れ
は
痴
迷
と
法
性
の
二
つ
の
体
を
合
す
る
の
で
あ
る
。さ
ら
に
例
え
話
を
す
れ
ば
、一

人
の
人
が
様
々
な
役
を
演
じ
て
、
様
々
な
名
を
得
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
名
が
は
っ
き
り
と
し
て
真
実
が
定
ま
れ
ば
二
人
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で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
当
然
知
る
べ
き
で
あ
る
。
四
句
分
別
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
は
言
え
な
い
。
す
べ
て
妄
計

で
あ
る
。
中
論
で
否
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
木
内
堯
大
）

（
１
）
わ
れ
わ
れ
の
存
在
の
根
底
に
あ
る
根
本
的
な
無
知
の
こ
と
。
三
惑
の
一
。
十
二
因
縁
の
第
一
支
。
痴
の
異
名
。

（
２
）
心
性
が
愚
か
で
あ
っ
て
、
も
の
の
道
理
に
惑
う
こ
と
。

（
３
）
諸
法
の
真
実
な
る
本
性
、
万
有
の
本
体
の
こ
と
。
実
相
、
真
如
、
法
界
、
涅
槃
な
ど
の
異
名
。

（
４
）
理
に
迷
う
愚
痴
の
心
。
愚
か
に
迷
う
こ
と
。
迷
わ
す
こ
と
。

（
５
）
正
し
い
見
方
、
あ
り
方
の
反
対
で
あ
る
こ
と
。
迷
っ
て
い
る
見
方
、
あ
り
方
。
誤
っ
た
考
え
の
こ
と
。

（
６
）『
摩
訶
止
観
』
巻
五
上
、
巧
安
止
観
「
無
明
痴
惑
本
是
法
性
。
以
二
痴
迷
一
故
法
性
変
作
二
無
明
、一
起
二
諸
顛
倒
善
不
善
等
。一   如
三
寒
来
結
レ
水
変
作
二
堅
氷
。一」（
大
正
四
六
・
五

六
頁
中
）
の
引
用
。

（
７
）
根
本
的
な
、
根
源
的
な
、
最
初
の
と
い
う
意
味
。
元
初
無
明
は
元
始
と
し
て
の
無
明
で
あ
り
、
も
っ
と
も
根
源
的
な
無
明
の
こ
と
で
あ
る
。
元
品
無
明
と
も
い
う
。
天
台
宗

で
は
等
覚
の
菩
薩
の
最
後
心
で
、
妙
覚
智
に
よ
っ
て
の
み
断
ぜ
ら
れ
る
最
後
の
無
明
を
元
品
無
明
、
無
始
の
無
明
、
最
後
品
の
無
明
と
い
う
。

（
８
）
教
え
と
、
そ
れ
を
意
味
す
る
喩
え
の
こ
と
。

（
９
）
註
６
の
引
用
箇
所
に
同
じ
。

（
10
）
三
世
両
重
因
果
の
十
二
因
縁
の
こ
と
。
説
一
切
有
部
の
解
釈
で
、
無
明
・
行
が
過
去
の
因
、
識
・
名
色
・
六
入
・
触
・
受
・
愛
・
取
・
有
が
現
在
の
果
で
あ
り
将
来
の
因
と

な
り
、
生
・
老
死
が
将
来
の
果
で
あ
る
と
す
る
。『
法
華
玄
義
』
智
妙
、
四
種
十
二
因
縁
の
中
智
観
（
大
正
三
三
・
七
一
一
頁
上
）
の
部
分
に
十
二
因
縁
を
め
ぐ
っ
て
三
世

輪
転
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）
不
二
で
絶
対
の
意
。

（
12
）
真
理
、
真
実
。
究
極
の
真
理
、
第
一
義
諦
の
こ
と
。
俗
諦
の
対
。

（
13
）
真
実
に
し
て
明
ら
か
な
こ
と
。
真
理
の
こ
と
。　

（
14
）
菩
薩
以
上
の
善
法
を
愛
楽
す
る
こ
と
。

（
15
）
明
る
く
は
っ
き
り
し
て
い
る
様
子
。

（
16
）『
摩
訶
止
観
』
巻
六
、
破
法
遍
「
無
明
即
是
法
性
。
見
思
破
即
是
無
明
破
。
無
明
破
即
是
見
二
法
性
。一」（
大
正
四
六
・
八
〇
頁
中
）
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（
17
）
妓
は
遊
女
の
こ
と
。「
う
で
ま
え
。
は
た
ら
き
。
わ
ざ
。
芸
人
」
を
意
味
す
る
「
伎
」
の
誤
り
か
。

（
18
）
四
句
推
検
、
四
句
分
別
の
こ
と
。
存
在
に
関
す
る
四
種
の
分
類
法
。
有
・
無
・
亦
有
亦
無
・
非
有
非
無
の
四
種
。

（
19
）
誤
っ
た
分
別
や
認
識
の
こ
と
。
妄
分
別
を
起
こ
す
こ
と
。

（
20
）
龍
樹
著
。
対
立
す
る
二
つ
の
も
の
が
存
在
し
な
い
と
い
う
不
二
の
概
念
を
説
く
。

《
維
蠲
決
答
》

【
原
文
】

問
、
安
心
章
云
、
無
明
痴
惑
本
是
法
性
。
以
二
痴
迷
一
故
法
性
変
作
二
無
明
一、
起
二
諸
顛
倒
善
不
善
等
一。
如
三
寒
来
結
レ
水
変

作
二
堅
氷
一。
今
疑
。
痴
迷
与
二
無
明
一
此
二
有
二
何
殊
一。
而
云
三
痴
迷
故
法
性
作
二
無
明
一。
又
元
初
痴
為
下
従
二
法
性
一
起
上。
為
二

法
性
外
起
一。
若
法
性
起
者
法
喩
既
不
レ
合
。
若
云
二
外
起
一
者
、
無
明
痴
迷
法
本
非
二
法
性
一
也
。
又
元
初
法
性
由
二
何
等
因

縁
一
而
起
二
痴
迷
一
也
。
此
義
如
何
。

答
。
涅
槃
云
、
無
明
与
レ
明
愚
人
謂
レ
二
。
智
者
了
二
達
其
性
一
無
二
。
無
二
之
性
即
是
仏
性
。
十
界
中
九
界
愚
人
也
。
仏
界
智

者
也
。
仏
界
不
二
偏
果
仏
一。
円
人
開
二
仏
眼
一
者
也
。
円
眼
所
見
無
明
本
無
。
是
法
性
也
。
九
界
未
レ
有
二
仏
眼
所
見
一。
法
性
悉

是
無
明
也
。
亦
何
定
レ
一
、
亦
何
定
レ
異
。
観
行
人
仏
眼
同
二
古
仏
見
一
也
。

【
訓
読
】

問
う
、
安
心
章

�
１
�

に
云
く
、
無
明

�
２
�

痴
惑

�
３
�

は
本
と
是
れ
法
性

�
４
�

な
り
。
痴
迷

�
５
�

を
以
っ
て
の
故
に
法
性
変
じ
て
無
明
と
作
り
、
諸

の
顛
倒

�
６
�

善
・
不
善
等
起
こ
る
。
寒
来
り
て
水
を
結
び
て
変
じ
て
堅
氷
と
作
る
が
如
し

�
７
�

、
と
。
今
疑
う
。
痴
迷
と
無
明
と

此
の
二
は
何
れ
の
殊
な
り
か
有
ら
ん
。
而
る
に
痴
迷
な
る
が
故
に
法
性
無
明
と
作
る
と
云
う
。
又
た
元
初

�
８
�

の
痴
法
性
従

り
起
こ
る
と
為
す
や
。
法
性
の
外
よ
り
起
こ
る
と
為
す
や
。
若
し
法
性
よ
り
起
こ
ら
ば
法
喩

�
９
�

既
に
合
せ
ず
。
若
し
外
よ
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り
起
こ
る
と
云
わ
ば
、
無
明
痴
迷
の
法
本
と
法
性
に
非
ざ
る
な
り
。
又
た
元
初
の
法
性
は
何
等
の
因
縁
に
由
り
て
痴
迷

を
起
こ
す
や
。
此
の
義
如
何
。

答
う
。
涅
槃
に
云
く
、
無
明
と
明
と
愚
人
は
二
と
謂
う
。
智
者
は
其
の
性
に
了
達
し
無
二
な
り
。
無
二
の
性
は
即
ち
是
れ
仏

性
な
り

AC
B

と
。
十
界

AD
B

の
中
の
九
界
は
愚
人
な
り
。
仏
界
は
智
者
な
り
。
仏
界
は
偏
に
果
仏

AE
B

な
ら
ず
。
円
人
は
仏
眼

AF
B

を
開
く
者
な

り
。
円
眼

AG
B

の
所
見
は
無
明
本
よ
り
無
し
。
是
れ
法
性
な
り
。
九
界

AH
B

は
未
だ
仏
眼
の
所
見
有
ら
ず
。
法
性
は
悉
く
是
れ
無
明
な

り
。
亦
た
何
れ
を
一
と
定
め
、
亦
た
何
れ
を
異
と
定
む
る
や
。
観
行
人

AI
B

の
仏
眼
は
古
仏

AJ
B

の
見
に
同
じ
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

質
問
す
る
。『
摩
訶
止
観
』
の
善
巧
安
心
（
巧
安
止
観
）
の
章
 に
は
、「
無
明
と
愚
痴
の
迷
い
は
も
と
も
と
法
性
で
あ
る
。

愚
痴
の
迷
い
の
た
め
に
、
法
性
が
無
明
に
変
化
し
、
様
々
な
顛
倒
し
た
善
や
悪
の
煩
悩
な
ど
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
寒
さ

が
や
っ
て
き
て
水
が
凍
っ
て
硬
い
氷
に
変
化
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
疑
問
が
あ
る
。
痴

迷
（
愚
痴
の
迷
い
）
と
無
明
の
二
つ
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
。（
違
い
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。）
そ
れ
な
の
に
痴

迷
が
あ
る
か
ら
法
性
が
無
明
と
な
る
と
言
っ
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
か
。
ま
た
、
元
初
（
根
本
の
最
初
）
の
愚
痴
は
法
性

か
ら
起
こ
る
の
か
。
法
性
の
外
か
ら
起
こ
る
の
か
。
も
し
法
性
か
ら
起
こ
る
と
す
る
の
な
ら
ば
、（
愚
痴
の
迷
い
が
法
性
を

変
化
さ
せ
る
と
言
っ
て
い
る
か
ら
）教
え
と
喩
え
が
合
っ
て
い
な
い
。も
し
、（
法
性
の
）外
か
ら
起
こ
る
と
言
う
の
な
ら
ば
、

無
明
と
愚
迷
（
愚
痴
の
迷
い
）
は
も
と
も
と
法
性
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
元
初
（
根
本
の
最
初
）
の
法
性
は
ど
の
よ

う
な
因
縁
に
よ
っ
て
愚
迷
（
愚
痴
の
迷
い
）
を
起
こ
す
の
か
。
こ
の
こ
と
の
意
義
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
え
る
。
涅
槃
経
に
言
っ
て
い
る
。「
愚
か
な
人
は
無
明
と
明
は
二
で
あ
る
と
い
う
。
智
慧
あ
る
者
は
そ
の
性
質
を
正
し
く
理
解

し
二
で
は
な
い
と
す
る
。
二
で
は
な
い
性
質
と
は
仏
性
の
こ
と
で
あ
る
」
と
。
十
界
の
中
の
（
仏
界
を
除
く
）
九
界
は
愚
か
な
人
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で
あ
る
。
仏
界
は
智
慧
あ
る
者
で
あ
る
。
仏
界
は
果
仏
だ
け
に
偏
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
円
教
の
人
は
仏
眼
を
開
く
者
で

あ
る
。
円
教
の
人
の
仏
眼
で
見
る
と
こ
ろ
に
は
無
明
は
も
と
も
と
存
在
し
な
い
。
見
る
と
こ
ろ
は
み
な
法
性
で
あ
る
。
九
界
の

者
は
ま
だ
仏
眼
で
見
ら
れ
る
物
を
見
る
こ
と
は
な
い
。（
だ
か
ら
九
界
の
人
が
見
る
）
法
性
は
す
べ
て
無
明
に
見
え
る
。
ま
た
、
何

を
同
一
で
あ
る
と
定
め
、
ま
た
何
を
異
な
る
と
定
め
る
の
か
。
止
観
の
修
行
者
の
仏
眼
は
古
仏
の
見
方
と
同
じ
で
あ
る
。

（
木
内
堯
大
）

（
１
）『
摩
訶
止
観
』
巻
五
上
に
説
か
れ
る
十
乗
観
法
の
第
三
善
巧
安
心
（
巧
安
止
観
）
を
指
す
。
た
だ
し
、
管
見
の
範
囲
で
は
、
日
中
の
天
台
関
係
の
文
献
に
安
心
章
の
用
例
は

こ
の
箇
所
以
外
に
見
ら
れ
な
い
。

（
２
）
広
修
決
答
の
註
１
参
照
。

（
３
）
広
修
決
答
の
註
２
参
照
。

（
４
）
広
修
決
答
の
註
３
参
照
。

（
５
）
広
修
決
答
の
註
４
参
照
。

（
６
）
広
修
決
答
の
註
５
参
照
。

（
７
）『
摩
訶
止
観
』
巻
五
上
、
巧
安
止
観
「
無
明
痴
惑
本
是
法
性
。
以
二
痴
迷
一
故
法
性
変
作
二
無
明
、一
起
二
諸
顛
倒
善
不
善
等
。一
如
三
寒
来
結
レ
水
変
作
二
堅
氷
。一」（
大
正
四
六
・
五

六
頁
中
）
の
引
用
。

（
８
）
広
修
決
答
の
註
７
参
照
。

（
９
）
広
修
決
答
の
註
８
参
照
。

（
10
）『
大
般
涅
槃
経
』（
南
本
）
巻
八
、
第
十
二
如
来
性
品
「
若
言
二
無
明
因
縁
諸
行
。一
凡
夫
之
人
聞
已
分
別
生
二
二
法
想
。一
明
与
二
無
明
。一
智
者
了
二
達
其
性
一
無
二
、
無
二
之
性

即
是
実
性
。」（
大
正
一
二
・
六
五
一
頁
下
）
の
取
意
引
用
。

（
11
）
仏
界
、
菩
薩
界
、
縁
覚
界
、
声
聞
界
、
天
界
、
人
界
、
修
羅
界
、
畜
生
界
、
餓
鬼
界
、
地
獄
界
の
十
の
こ
と
。

（
12
）
究
極
の
悟
り
を
果
た
し
た
仏
の
こ
と
。

（
13
）
仏
の
眼
、
さ
と
り
を
開
い
た
者
の
識
見
。

（
14
）
円
教
の
仏
眼
の
こ
と
。
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（
15
）
十
界
の
う
ち
仏
界
を
除
い
た
九
界
の
こ
と
。

（
16
）
止
観
の
修
行
者
の
こ
と
。

（
17
）
過
去
仏
の
日
月
灯
明
仏
の
こ
と
。

第
二
十
七
問

こ
の
問
答
は
五
品
弟
子
位
を
め
ぐ
る
内
容
で
あ
り
、
日
本
天
台
文
献
に
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
『
台
宗
二
百
題
』
宗
要
八

三
・
四
信
五
品
（
六
即
義
）
に
説
か
れ
る
他
、
義
科
『
廬
談
』
摩
訶
止
観
・
六
即
義
私
抄
（
五
品
退
不
退
事
）（
続
天
全
、
論
草
三
・

四
五
頁
上
）、『
宗
要
光
聚
坊
』
雑
部
七
六
・
四
信
五
品
退
不
退
（
続
天
全
、
論
草
五
・
二
五
六
頁
上
）、『
雑
雑
私
用
抄
』
巻
二
三
・

判
接
五
品
事
（
天
全
二
五
・
一
〇
三
頁
下
）、『
雑
雑
私
用
抄
』
巻
二
三
・
法
華
判
接
事
（
天
全
二
五
・
一
一
四
頁
下
）、『
天
台
名
目

類
聚
鈔
』
巻
七
・
判
接
五
品
事
（
天
全
二
五
・
四
八
五
頁
下
）、『
宗
要
抄
上
三
川
』
巻
六
末
（
雑
帖
）・
四
信
五
品
事
（
天
全
六
・

三
八
二
頁
下
）、『
三
百
帖
』『
法
華
十
軸
鈔
』（
続
天
全
、
顕
教
七
・
三
九
七
頁
下
、
五
九
三
頁
上
）
な
ど
広
く
説
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
多
く
の
学
匠
が
着
目
し
た
内
容
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
第
八
問
に
、
こ
の
問
答
と
同
文
が
確
認
さ
れ
る
た
め

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

《
広
修
決
答
》

【
原
文
】

第
二
十
七
疑
問
。
五
品
十
信
差
別
不
同
。
諸
忍
位
号
亦
異
者
。
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答
。
五
忍
名
位
次
第
如
二
仁
王
一。
大
師
配
レ
位
釈
レ
名
、
随
処
取
レ
理
、
故
有
二
不
同
一。
仁
王
拠
レ
別
、
法
華
中
用
レ
義
拠
レ
円
。
大

師
立
レ
義
具
准
二
経
文
。一
法
華
経
中
所
レ
列
五
品
十
信
文
相
格
量
、
非
レ
不
二
分
明
一。
乃
約
二
如
来
在
世
・
滅
後
之
異
一。
仏
世
時

四
信
弟
子
、
仏
滅
後
名
二
五
品
弟
子
一。
若
約
二
修
証
一
論
其
階
位
無
二
差
別
一。
大
師
云
、
約
二
仏
世
・
滅
後
之
異
一
耳
。
又
云
、
初

随
喜
品
、
是
入
二
信
心
位
一、
分
二
一
品
一
為
二
両
心
一。
五
品
即
十
信
心
、
即
是
鉄
輪
・
六
根
清
浄
位
也
。
已
上
並
、
是
大
師

説
法
意
。
応
二
憑
取
一レ
解
、
何
更
搆
レ
疑
。
若
於
二
大
師
一
至
レ
疑
、
更
従
レ
誰
受
レ
法
耶
。
言
二
忍
位
不
同
一
者
大
師
立
レ
義
、
凡

諸
所
レ
釈
皆
通
別
両
途
。
若
准
二
通
釈
、一 初
伏
忍
名
、
極
至
二
等
覚
一
総
名
二
伏
忍
。一
下
四
忍
亦
如
レ
是
。
其
第
五
品
寂
滅
忍
。

従
二
初
伏
忍
一
随
二
其
伏
処
一
煩
悩
不
レ
起
、
分
得
二
寂
滅
忍
之
名
。一亦
寂
滅
忍
、
此
是
分
寂
滅
義
。
余
四
亦
如
レ
是
。
已
上
通

釈
。
若
別
釈
者
、
従
二
初
伏
忍
一
終
至
二
寂
滅
一
是
妙
覚
位
、
此
則
終
極
為
二
寂
滅
忍
一
也
。
今
依
二
通
義
一
故
忍
名
処
処
不
同
。
亦

是
円
別
異
故
不
同
也
。
仁
王
中
有
二
一
往
義
、一
亦
有
二
再
往
義
。一
一
往
者
従
二
十
信
一
至
二
十
向
一
名
二
伏
忍
。一
即
十
地
名
二
信
・

順
・
無
生
・
三
忍
一。
拠
二
下
再
往
中
一、
即
第
十
与
レ
仏
同
為
二
寂
滅
忍
。一
此
是
一
往
義
。
若
再
往
者
於
二
十
地
中
一
分
二
別
五
忍
一。
謂

前
四
十
心
為
レ
伏
、
十
地
初
三
為
レ
信
、
四
・
五
・
六
地
為
レ
順
、
次
三
為
レ
無
、
第
十
与
レ
仏
同
為
二
寂
滅
忍
。一
言
二
第
十
与

レ
仏
同
一
者
、
此
位
開
レ
両
。
即
等
覚
菩
薩
及
妙
覚
也
。
又
言
、
今
家
釈
但
言
レ
伏
、
亦
無
二
信
忍
一
者
下
文
取
二
住
・
行
・

向
一
為
レ
順
。
文
在
レ
此
。
既
取
二
住
・
行
・
向
一
為
レ
順
。
明
知
、
取
二
十
信
一
為
二
信
忍
一
也
。
此
理
明
矣
。
今
取
二
住
・
行
・

向
一
為
二
順
忍
。一
五
品
為
レ
伏
為
レ
信
。
即
至
二
住
・
行
・
向
一
正
是
順
忍
。
如
レ
此
次
第
故
不
二
相
違
。一
其
趣
如
レ
是
。
望
不
レ
疑

也
。
若
円
位
中
、
初
伏
即
是
後
寂
滅
、
即
信
、
即
順
、
即
寂
滅
。
但
挙
二
一
忍
名
一、
即
具
二
初
後
。一
是
但
得
二
円
宗
意
一。
諸
不

同
自
更
。
何
疑
也
。

【
訓
読
】

第
二
十
七
疑
を
問
う
。
五
品
・
十
信
は
差
別
不
同
な
り
。
諸
の
忍
位
の
号
も
亦
た
異
な
る
と
は
。
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答
う
。
五
忍
名
位
の
次
第
は
、
仁
王
の
如

�
１
�

し
。
大
師
は
、
位
を
配
し
、
名
を
釈
す
る
こ
と
、
随
処
に
理
を
取
る
、
故
に
不

同
有
り
。
仁
王
は
別
に
拠
り
、
法
華
中
の
義
を
用
う
る
は
円
に
拠
る
。
大
師
の
義
を
立
つ
る
こ
と
は
具
に
経
文
に
准
ず
。
法

華
経
中
に
列
す
る
所
の
五
品
十
信
の
文
相
の
格
量
は
、
分
明
な
ら
ざ
る
こ
と
に
非
ず
。
乃
ち
如
来
の
在
世
・
滅
後
の
異
に
約

す
。
仏
世
時
は
四
信
弟
子
、
仏
滅
後
は
五
品
弟
子
と
名
づ
く
。
若
し
修
証
に
約
し
て
論
ず
れ
ば
其
の
階
位
に
差
別
無
し
。
大

師
云
く
、
仏
世
・
滅
後
の
異
に
約
す
る
の
み
と

�
２
�

。
又
た
云
く
、
初
の
随
喜
品
は
、
是
れ
信
心
の
位
に
入
り
、
一
品
を
分
か
ち

て
両
心
と
為
す
。
五
品
と
は
即
ち
十
信
心
、
即
ち
是
れ
鉄
輪
・
六
根
清
浄
の
位
な
り
と

�
３
�

。
已
上
並
ぶ
る
こ
と
、
是
れ
大
師
説

法
の
意
な
り
。
応
に
憑
を
解
す
る
こ
と
を
取
る
べ
し
、
何
ぞ
更
に
疑
を
搆
わ
ん
や
。
若
し
大
師
に
於
い
て
疑
を
至
さ
ば
、
更

に
誰
に
従
て
法
を
受
け
ん
や
。
忍
位
不
同
と
言
う
こ
と
は
大
師
が
義
を
立
つ
る
に
、
凡
そ
諸
の
釈
す
る
所
は
皆
通
別
の
両
途

あ
り
。
若
し
通
釈
に
准
ず
れ
ば
、
初
の
伏
忍
の
名
は
、
極
て
等
覚
に
至
る
ま
で
を
総
じ
て
伏
忍
と
名
づ
く
。
下
の
四
忍
も
亦

た
是
く
の
如
し
。
其
れ
第
五
品
は
寂
滅
忍
な
り
。
初
の
伏
忍
従
り
其
の
伏
す
る
処
に
随
わ
ば
煩
悩
は
起
た
ず
し
て
、
分
に
寂

滅
忍
の
名
を
得
。
亦
た
寂
滅
忍
も
、
此
れ
は
是
れ
分
寂
滅
義
な
り
。
余
の
四
も
亦
た
是
く
の
如
し
。
已
上
通
釈
な
り
。
若
し

別
釈
す
れ
ば
、初
の
伏
忍
従
り
終
に
寂
滅
に
至
る
こ
と
是
れ
妙
覚
の
位
に
し
て
、此
れ
則
ち
終
極
し
て
寂
滅
忍
と
為
す
な
り
。

今
通
の
義
に
依
る
が
故
に
忍
の
名
は
処
処
に
不
同
な
り
。
亦
た
是
れ
円
別
異
な
る
が
故
に
不
同
な
り
。
仁
王
中
に
一
往
の
義

有
り
、
亦
た
再
往
の
義
有
り
。
一
往
は
十
信
従
り
十
向
に
至
る
こ
と
を
伏
忍
と
名
づ
く
。
即
ち
十
地
を
信
・
順
・
無
生
の
三

忍
と
名
づ
く
。
下
の
再
往
中
に
拠
れ
ば
、
即
ち
第
十
と
仏
と
同
じ
く
寂
滅
忍
と
為
す
。
此
れ
は
是
れ
一
往
の
義
な
り
。
若
し

再
往
な
ら
ば
十
地
中
に
於
い
て
五
忍
を
分
別
す
。謂
わ
ゆ
る
前
の
四
十
心
を
伏
と
為
し
、十
地
の
初
の
三
を
信
と
為
し
、四
・

五
・
六
地
を
順
と
為
し
、
次
の
三
を
無
と
為
し
、
第
十
と
仏
と
同
じ
き
こ
と
を
寂
滅
忍
と
為
す
。
第
十
と
仏
と
同
じ
き
と
言

う
は
、
此
の
位
は
両
を
開
く
。
即
ち
等
覚
の
菩
薩
及
び
妙
覚
な
り
。
又
言
く
、
今
家
の
釈
は
但
だ
伏
と
言
い
て
、
亦
た
信
忍

無
き
こ
と
は
下
文
の
住
・
行
・
向
を
取
り
て
順
と
為
す
。
文
に
此
れ
在
り
。
既
に
住
・
行
・
向
を
取
り
て
順
と
為
す
。
明
ら
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か
に
知
ん
ぬ
、
十
信
を
取
り
て
信
忍
と
為
す
な
り
。
此
の
理
明
ら
か
な
り
、
と
。
今
は
住
・
行
・
向
を
取
り
て
順
忍
と
為
す
。

五
品
を
伏
と
為
し
信
と
為
す
。
即
ち
住
・
行
・
向
に
至
る
こ
と
正
し
く
是
れ
順
忍
な
り
。
此
く
の
如
き
次
第
な
る
が
故
に
相

違
な
ら
ず
。
其
の
趣
き
是
く
の
如
し
。
望
む
ら
く
は
疑
わ
ざ
ら
ん
。
若
し
は
円
位
中
は
、
初
の
伏
は
即
ち
是
れ
後
の
寂
滅
な

り
、
即
ち
信
、
即
ち
順
、
即
ち
寂
滅
な
り
。
但
だ
一
忍
の
名
を
挙
げ
、
即
ち
初
後
を
具
す
。
是
れ
但
だ
円
宗
の
意
を
得
。
諸

の
不
同
は
自
ら
更
な
り
。
何
ぞ
疑
わ
ん
や
。

【
現
代
語
訳
】

第
二
十
七
の
疑
を
問
う
。
五
品
と
十
信
と
は
差
別
不
同
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
忍
位
の
名
も
異
な
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
。

答
え
る
。
五
忍
の
名
位
の
順
序
は
『
仁
王
経
』
に
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
天
台
大
師
は
、（
そ
れ
ぞ
れ
の
）
位
を
配
し
、（
そ

れ
ぞ
れ
の
位
の
）
名
を
解
釈
す
る
に
際
し
て
、（
そ
れ
ぞ
れ
の
）
処
に
お
い
て
理
屈
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
不
同
と
い

う
こ
と
が
あ
る
。『
仁
王
経
』
は
別
教
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
、『
法
華
経
』
中
の
義
を
用
い
る
に
あ
た
っ
て
は
、
円
教
に
拠
る
。

天
台
大
師
が
（
位
の
）
義
を
立
て
る
こ
と
は
、
詳
細
は
経
文
に
准
え
ら
れ
て
い
る
。『
法
華
経
』
中
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
五
品

と
十
信
の
文
の
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
を
比
較
検
討
す
る
と
、
明
ら
か
に
な
ら
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
如
来
の
在
世

時
と
滅
後
時
に
約
め
（
解
釈
す
）
る
こ
と
の
異
な
り
で
あ
る
。
仏
在
世
の
時
は
四
信
の
弟
子
、
仏
滅
後
は
五
品
の
弟
子
と
名
づ

け
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
修
行
と
証
悟
に
約
め
て
論
ず
れ
ば
、
そ
の
階
位
に
差
別
は
無
い
。
天
台
大
師
は
、「
仏
の
在
世
と
滅

後
に
つ
い
て
の
異
な
り
が
あ
る
の
み
で
あ
る
」
と
言
う
。
又
、「（
五
品
の
）
初
め
の
随
喜
品
は
、
す
な
わ
ち
信
心
の
位
に
入
る
。

一
品
を
分
け
て
両
心
と
す
る
。
五
品
は
す
な
わ
ち
十
信
心
で
あ
り
、
つ
ま
り
こ
れ
は
鉄
輪
（
十
信
）・
六
根
清
浄
の
位
で
あ
る
」

と
言
う
。
已
上
、
と
も
に
こ
れ
は
天
台
大
師
の
説
法
の
意
で
あ
り
、
ま
さ
に
か
か
る
意
を
取
り
解
く
べ
き
で
あ
る
。
ど
う
し
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て
更
に
疑
を
つ
く
り
だ
す
の
か
。
も
し
天
台
大
師
に
つ
い
て
疑
い
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
た
め
て
誰
か
ら
法
を
受
け
る

の
か
。「
忍
位
は
不
同
で
あ
る
」
と
は
、
天
台
大
師
が
そ
の
義
を
立
て
る
に
あ
た
っ
て
、
総
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
に
は
通
別

の
二
通
り
の
考
え
方
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
も
し
、
通
釈
に
准
え
れ
ば
、
初
の
伏
忍
と
い
う
名
称
は
、
極
ま
っ
て
等
覚
に
至

る
ま
で
の
こ
と
を
総
じ
て
伏
忍
と
名
づ
け
ら
れ
る
。（
伏
忍
よ
り
）
以
下
の
四
忍
（
信
忍
・
順
忍
・
無
生
忍
・
寂
滅
忍
）
も
ま
た
同

様
で
あ
る
。
そ
の
第
五
品
の
位
は
寂
滅
忍
で
あ
る
。
最
初
の
伏
忍
の
位
か
ら
そ
の
伏
の
あ
ら
わ
す
道
理
に
随
え
ば
、
煩
悩
が

起
こ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
寂
滅
忍
の
名
を
得
る
。
ま
た
、
寂
滅
忍
も
つ
ま
り
寂
滅
の
義
に
準
じ
た
も
の
で
あ
る
。

他
の
四
つ
も
同
様
で
あ
る
。
已
上
が
通
釈
で
あ
る
。
も
し
、
別
に
（
准
え
て
）
解
釈
す
れ
ば
、
初
の
伏
忍
か
ら
終
の
寂
滅
に
至

る
ま
で
が
、
す
な
わ
ち
妙
覚
の
位
で
あ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
最
終
的
に
寂
滅
忍
と
な
る
の
で
あ
る
。
今
（
の
解
釈
）
は
、
通

釈
の
義
に
依
っ
て
い
る
た
め
に
、
忍
の
名
は
処
処
で
不
同
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
円
教
と
別
教
と
は
異
な
る
た
め
に
不
同

で
あ
る
。『
仁
王
経
』
中
に
は
、
一
往
（
お
お
よ
そ
の
教
義
）
が
有
り
、
ま
た
再
往
（
真
意
を
あ
ら
わ
す
深
い
）
義
も
存
在
す
る
。

一
往
は
、
十
信
よ
り
十
廻
向
に
至
る
ま
で
を
伏
忍
と
名
づ
け
る
。
つ
ま
り
、
十
地
を
信
・
順
・
無
生
の
三
忍
と
名
づ
け
る
の

で
あ
る
。
以
下
の
（
文
の
）
再
往
の
中
に
拠
れ
ば
、
つ
ま
り
第
十
地
と
仏
と
は
同
じ
寂
滅
忍
と
な
る
。
こ
れ
が
一
往
の
義
で
あ

る
。（
こ
れ
が
）
も
し
再
往
（
の
義
）
な
ら
ば
、
十
地
全
体
の
中
で
五
忍
を
分
別
す
る
。
い
わ
ゆ
る
、
地
前
の
四
十
心
を
伏
（
忍
）、

初
・
二
・
三
地
を
信
（
忍
）、
四
・
五
・
六
地
を
順
（
忍
）、
次
の
七
・
八
・
九
地
を
無
（
生
忍
）、
第
十
地
と
仏
と
は
同
じ
寂
滅

忍
と
な
る
。
第
十
地
と
仏
と
が
同
じ
と
言
う
の
は
、
こ
の
位
は
二
つ
を
開
く
。
つ
ま
り
、
等
覚
の
菩
薩
と
妙
覚
で
あ
る
。
ま

た
、「
今
家
の
解
釈
で
は
、
但
だ
伏
す
と
言
い
、
ま
た
信
忍
が
無
い
と
い
う
こ
と
は
、（
信
）
以
下
の
文
の
住
・
行
・
廻
向
を
取

っ
て
順
と
す
る
。
文
に
こ
れ
は
存
在
し
て
い
る
。
前
に
（
述
べ
た
よ
う
に
）
住
・
行
・
廻
向
を
取
っ
て
順
忍
と
す
る
の
で
あ
る
。

明
ら
か
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
十
信
を
取
っ
て
信
忍
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
理
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。」
と
言
う
。
今
、

住
・
行
・
廻
向
を
取
っ
て
順
忍
と
す
る
。
五
品
を
伏
と
し
、
信
と
す
る
。
つ
ま
り
、
住
・
行
・
廻
向
に
至
る
こ
と
は
正
し
く
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こ
れ
は
順
忍
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
く
い
違
い
は
な
い
。
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ

る
。
望
む
と
こ
ろ
は
、
疑
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
円
教
の
位
の
中
で
あ
れ
ば
、
初
の
伏
の
位
は
、
す
な
わ
ち
後
の
寂

滅
（
の
位
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
信
即
順
即
寂
滅
で
あ
る
。
但
だ
（
五
忍
の
中
の
）
一
忍
の
名
を
挙
げ
て
、
す
な
わ
ち
最
初
と

最
後
と
を
具
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
よ
り
ほ
か
の
こ
と
な
く
円
宗
の
意
を
得
て
い
る
。
諸
の
不
同
は
自
ら
言
う
ま
で
も

な
い
。
ど
う
し
て
疑
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

（
宮
崎
公
宏
）

（
１
）
『
仏
説
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
に
、「
白
レ
仏
言
。
世
尊
、
護
二
十
地
行
一
菩
薩
云
何
行
可
レ
行
。
云
何
行
化
二
衆
生
。一
以
二
何
相
一
衆
生
可
レ
化
。
仏
言
。
大
王
、
五
忍
是
菩
薩

法
。
伏
忍
上
中
下
、
信
忍
上
中
下
、
順
忍
上
中
下
、
無
生
忍
上
中
下
、
寂
滅
忍
上
下
。
名
為
三

諸
仏
菩
薩
修
二
般
若
波
羅
蜜
。一」（
大
正
八
・
八
二
六
頁
中
）
と
あ
る
。
ま
た

不
空
訳
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
は
、「
爾
時
波
斯
匿
王
白
レ
仏
言
。
世
尊
、
護
二
十
地
行
一
菩
薩
摩
訶
薩
、
応
云
何
修
行
、
云
何
化
二
衆
生
、一  復
以
二
何
相
一
而

住
二
観
察
。一
仏
告
。
大
王
、
諸
菩
薩
摩
訶
薩
。
依
二
五
忍
法
一
以
為
二
修
行
。一
所
謂
、
伏
忍
信
忍
順
忍
無
生
忍
、
皆
上
中
下
。
於
二
寂
滅
忍
一
而
有
二
上
下
。一
名
為
三

菩
薩

修
二
行
般
若
波
羅
蜜
多
。一」（
大
正
八
・
八
三
六
頁
中
）
と
あ
る
。

（
２
）
 『
法
華
文
句
』
巻
十
上
（
釈
分
別
功
徳
品
）
に
、「
三
菩
提
者
、
近
処
也
。
此
第
五
品
与
二
第
四
信
一
斉
。
同
是
修
慧
位
。
若
論
二
入
位
、一  同
是
六
根
清
浄
位
也
。
而
有
二
現
未

仏
世
滅
後
之
異
一
耳
云
云
」（
大
正
三
四
・
一
三
八
頁
中
）
と
あ
る
。

（
３
）
 『
法
華
文
句
』
巻
十
上
（
釈
分
別
功
徳
品
）
に
、「
従
二
若
我
滅
後
一
下
格
量
也
。
結
二
此
五
品
、一
前
三
人
是
聞
慧
位
、
兼
行
六
度
思
慧
位
、
正
行
六
度
是
修
慧
位
、
都
是
十

信
前
耳
。
或
云
。
初
随
喜
品
是
入
二
信
心
位
、一
分
二
一
品
一
為
二
両
心
。一
五
品
即
十
信
心
、
即
是
鉄
輪
六
根
清
浄
位
也
。」（
大
正
三
四
・
一
三
八
頁
中
）
と
あ
る
。

《
維
蠲
決
答
》

【
原
文
】

問
。
次
位
末
引
レ
文
云
、
能
為
二
他
人
一
種
種
解
説
、
清
浄
持
戒
、
柔
和
者
而
共
同
止
、
忍
辱
無
レ
瞋
、
志
念
堅
固
、
常

貴
二
坐
禅
、一
得
二
諸
深
定
、一
精
進
勇
猛
、
摂
二
諸
善
法
、一
利
根
智
慧
。
当
知
、
是
人
已
趣
二
道
場
一
近
二
三
菩
提
。一
若
爾
、
五

「唐決」―「広修決答」と「維蠲決答」の比較研究（五）―

— 363 —



品
之
位
在
二
十
信
前
。一
若
依
二
普
賢
観
一
即
以
二
五
品
一
為
二
十
信
五
心
。一
但
仏
意
難
レ
知
、
赴
レ
機
異
説
。
借
レ
此
開
解
、
何

労
苦
諍
。
今
疑
。
所
レ
引
経
文
、
甚
不
二
分
明
一
如
何
。
今
判
二
五
品
一
在
二
十
信
前
一。
又
普
賢
観
何
等
文
中
以
二
五
品
位
一
為
二
十

信
五
心
一。
此
義
如
何
。

答
。
五
品
出
レ
自
二
天
台
一。
経
論
無
二
的
名
一。
大
師
既
住
二
其
位
一。
附
二
法
華
普
賢
一
出
二
此
名
目
。一
文
不
二
分
明
、一
実
如
二
来
難
。一

欲
レ
存
二
別
円
出
入
一
説
耳
。
五
品
対
二
四
教
一、
蔵
対
二
五
停
心
一、
通
対
二
乾
慧
・
性
地
一、
別
対
二
十
信
一。
十
信
有
二
両
文
一
出
。
 一

云
、
七
信
断
レ
見
八
去
断
レ
思
。
一
云
、
十
信
伏
レ
惑
十
住
断
二
見
思
一。
円
人
初
信
断
レ
見
。
五
品
是
仮
名
伏
位
故
、
是
信
前
也
。

若
五
品
即
五
信
、
或
十
信
即
一
品
分
二
二
信
一
可
レ
約
二
別
教
一
也
。

【
訓
読
】

問
う
。
次
位
の
末
に
文
を
引
い
て
云
く
、
能
く
他
人
の
為
に
種
種
解
説
し
、
清
浄
に
し
て
持
戒
し
、
柔
和
な
る
者
と
共

に
同
じ
く
止
ま
り
、
忍
辱
に
し
て
瞋
り
無
く
、
志
念
を
堅
固
に
し
、
常
に
坐
禅
を
貴
び
、
諸
の
深
き
定
を
得
て
、
精
進

す
る
こ
と
勇
猛
に
し
て
、
諸
の
善
法
を
摂
し
、
利
根
の
智
慧
あ
り
。
当
に
知
る
べ
し
、
是
の
人
は
已
に
道
場
に
趣
き
三

菩
提
に
近
づ
く
と
。
若
し
爾
ら
ば
、
五
品
の
位
は
十
信
の
前
に
在
り
。
若
し
普
賢
観
に
依
れ
ば
即
ち
五
品
を
以
て
十
信

の
五
心
と
為
す
。
但
だ
仏
意
は
知
り
難
く
、
機
に
赴
き
て
異
説
し
た
ま
う
。
此
れ
を
借
り
て
開
解
す
る
に
、
何
ぞ
労
し

く
苦
ろ
に
諍
わ
ん
と

�
１
�

。
今
疑
う
。
引
く
所
の
経
文
は
、
甚
だ
分
明
な
ら
ざ
る
や
如
何
。
今
五
品
を
判
じ
て
十
信
の
前
に

在
り
。
又
普
賢
観
に
何
等
の
文
中
に
か
五
品
位
を
以
て
十
信
の
五
心
と
為
す
や
。
此
の
義
や
如
何
。

答
う
。
五
品
は
天
台
自
り
出
づ
。
経
論
に
的
名
無
し
。
大
師
は
既
に
其
の
位
に
住
す

�
２
�

。
法
華
普
賢
に
附
し
て
此
の
名
目
を
出

だ
す
。
文
は
分
明
な
ら
ず
、
実
に
来
難
の
如
し
。
別
円
出
入
の
存
せ
ん
と
欲
す
る
こ
と
を
説
く
の
み
。
五
品
を
四
教
に
対
す

れ
ば
、
蔵
に
は
五
停
心
を
対
し
、
通
に
は
乾
慧
・
性
地
を
対
し
、
別
に
は
十
信
を
対
す
。
十
信
に
両
文
有
る
を
出
だ
す
。
一

— 364 —



に
云
く
、
七
信
に
見
を
断
じ
八
よ
り
去
り
て
思
を
断
ず
と
。
一
に
云
く
、
十
信
に
惑
を
伏
し
十
住
に
見
思
を
断
ず
と
。
円
の

人
は
初
信
に
見
を
断
ず
。
五
品
は
是
れ
仮
名
伏
位
な
る
が
故
に
、
是
れ
信
の
前
な
り
。
若
し
五
品
即
五
信
な
れ
ば
、
或
る
い

は
十
信
は
即
ち
一
品
に
二
信
を
分
か
つ
こ
と
別
教
に
約
す
べ
し
。

【
現
代
語
訳
】

問
う
。（
摩
訶
止
観
の
）
知
次
位
の
末
の
文
に
、「
よ
く
他
人
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
に
解
説
し
、
清
浄
で
戒
を
持
ち
、
柔
和

な
人
と
共
に
同
じ
よ
う
に
逗
留
し
、
忍
辱
な
さ
ま
で
瞋
る
こ
と
無
く
、
心
に
強
く
思
う
こ
と
を
堅
固
に
し
、
常
に
坐
禅

を
貴
び
、
あ
ら
ゆ
る
深
い
禅
定
を
得
て
、
勇
猛
（
な
る
心
を
も
っ
て
）
精
進
し
、
あ
ら
ゆ
る
善
法
を
摂
め
、
利
根
の
智
慧

を
有
す
る
。
ま
さ
に
知
る
べ
き
で
あ
る
、
こ
の
人
は
、
す
で
に
し
て
道
場
に
お
も
む
い
て
悟
り
に
近
づ
く
、
と
。
も
し

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
五
品
の
位
は
十
信
の
前
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。『
普
賢
観
経
』
に
よ
れ
ば
、
五
品
を
十
信
の
五
心

と
す
る
。
し
か
し
、
仏
意
は
知
り
が
た
く
、（
衆
生
の
）
機
根
に
応
じ
て
（
そ
れ
ぞ
れ
に
）
異
な
っ
た
内
容
を
説
か
れ
る
。

こ
の
説
を
受
け
て
悟
り
を
開
く
と
い
う
の
に
、
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
自
説
を
押
し
通
す
（
必
要
が
あ
る
）
の
だ
ろ
う
か
」

と
あ
る
。
今
、
疑
う
に
、（
こ
こ
に
）
引
用
さ
れ
た
経
文
は
ま
っ
た
く
明
ら
か
で
は
な
い
（
と
思
わ
れ
る
）
が
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
。
今
（
こ
の
引
用
に
は
）、
五
品
に
つ
い
て
推
考
す
る
と
、
十
信
の
前
に
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
ま
た
、（
こ
の
文

に
あ
る
）『
普
賢
観
経
』
の
引
文
は
、（『
普
賢
観
経
』
中
に
み
つ
け
ら
れ
な
い
が
）
ど
の
よ
う
な
文
意
か
ら
五
品
位
を
十
信
の

五
心
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
っ
た
い
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

答
う
。
五
品
（
弟
子
位
）
は
、
天
台
よ
り
始
ま
る
考
え
方
で
あ
る
。（
他
の
）
経
論
に
は
（
こ
れ
と
）
等
し
い
名
称
は
無
い
。
天

台
大
師
は
、
生
前
に
そ
の
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。『
法
華
経
』
や
『
普
賢
観
経
』
に
し
た
が
っ
て
此
の
呼
称
を
出
し
た
。
引

文
が
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
は
、
た
し
か
に
御
難
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
別
円
の
出
入
を
分
別
し
よ
う
と
説
く
だ
け
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で
あ
る
。
五
品
を
四
教
に
対
応
さ
せ
る
と
、
蔵
教
に
は
五
停
心
、
通
教
に
は
（
共
十
地
の
）
乾
慧
・
性
地
、
別
教
に
は
十
信
と

な
る
。
十
信
に
は
、
二
つ
の
文
が
あ
る
。
一
に
は
、
七
信
に
お
い
て
見
惑
を
断
じ
、
八
信
よ
り
以
後
は
思
惑
を
断
ず
る
と
い

う
。（
も
う
）
一
に
は
、
十
信
に
お
い
て
惑
を
伏
し
、
十
住
に
至
っ
て
見
惑
・
思
惑
を
断
ず
る
と
い
う
。（
そ
し
て
）
円
教
（
の

修
行
を
実
践
す
る
）
人
は
、
初
信
か
ら
見
惑
を
断
ず
る
。
五
品
は
仮
名
と
し
て
伏
位
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
つ
ま
り
信
よ
り

前
と
な
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
五
品
が
即
ち
五
信
で
あ
る
な
ら
ば
、
つ
ま
り
十
信
は
二
の
信
に
分
け
る
こ
と
で
あ
り
、（
こ
れ

は
）
別
教
で
考
え
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

（
宮
崎
公
宏
）

（
１
）『
摩
訶
止
観
』
巻
七
下
に
、「
能
為
二
他
人
一
種
種
解
説
、
清
浄
持
戒
、
与
柔
和
者
一
而
共
同
止
、
忍
辱
無
瞋
、
常
貴
二
坐
禅
、一
精
進
勇
猛
、
利
根
智
慧
。
当
知
、
是
人
已
趣
二
道

場
一
近
二
三
菩
提
。一
若
爾
、
五
品
之
位
在
二
十
信
前
。
 若
依
二
普
賢
観
一
即
以
二
五
品
一
為
二
十
信
五
心
。一
但
仏
意
難
レ
知
。
赴
レ
機
異
説
。
借
レ
此
開
解
、
何
労
苦
諍
云
云
。」（
大

正
四
六
・
九
九
頁
上
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
分
別
功
徳
品
第
十
七
に
、「
又
、
為
二
他
人
一
種
種
因
縁
随
レ
義
解
二
説
此
法
華
経
、一  復
能
清
浄
持
戒
、
与
二
柔
和

者
一
而
共
同
止
、
忍
辱
無
瞋
、
志
念
堅
固
、
常
貴
二
坐
禅
、一  得
二
諸
深
定
、一  精
進
勇
猛
、
摂
二
諸
善
法
、一  利
根
智
慧
、
善
答
二
問
難
。一
阿
逸
多
、
若
我
滅
後
、
諸
善
男
子
善
女
人
、

受
二
持
読
三

誦
是
経
典
一
者
、
復
有
二
如
レ
是
諸
善
功
徳
、一  当
レ
知
是
人
已
趣
二
道
場
、一  近
二
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
一
坐
二
道
樹
下
。一」（
大
正
九
・
四
五
頁
下
）
と
あ
る
内
容
を

承
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
 天
台
大
師
智
顗
が
自
身
を
五
品
位
で
あ
る
と
述
べ
る
内
容
は
、『
隋
天
台
智
者
大
師
別
伝
』
に
、「
智
朗
請
云
。
伏
願
慈
留
、
賜
レ
釈
二
余
疑
。一
不
レ
審
二
何
位
一
歿
レ
此
何
生
。

誰
可
二
宗
仰
。一
報
曰
。
汝
等
、
懶
レ
種
二
善
根
、一  問
二
他
功
徳
。一
如
二
盲
問
レ
乳
、
蹶
者
訪
一レ
路
。
告
レ
実
何
益
。
由
二
諸
𢤱
悷
一
故
、
喜
怒
呵
讃
。
既
不
二
自
省
一
倒
見
二
譏

嫌
。一
吾
今
不
レ
久
。
当
下

為
二
此
輩
一
破
中

除
疑
謗
上、
 観
心
論
已
解
、
今
更
報
レ
汝
。
吾
不
レ
領
レ
衆
、
必
浄
二
六
根
、一  為
レ
他
損
レ
己
只
是
五
品
位
耳
。」（
大
正
五
〇
・
一
九
六

頁
中
）
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
八
問
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こ
の
問
答
は
、『
摩
訶
止
観
』
の
破
法
遍
を
明
か
す
中
で
、
三
惑
同
体
と
い
う
の
に
、
円
教
で
は
見
思
・
塵
沙
・
無
明
が
次

第
に
断
ぜ
ら
れ
る
の
か
、
同
時
に
断
ぜ
ら
れ
る
の
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

以
降
の
日
本
天
台
で
、『
雑
雑
私
用
抄
』
巻
九
（
天
全
三
・
三
五
三
頁
下
～
三
五
六
頁
下
）
の
「
無
明
見
思
同
体
之
惑
事
」
や
、

『
天
台
名
目
類
聚
鈔
』
巻
六
本
（
天
全
二
二
・
四
三
四
頁
下
）
の
「
通
教
・
名
別
義
通
事
」
と
し
て
同
様
の
論
題
が
取
り
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、『
台
宗
二
百
題
』
一
〇
一
～
一
〇
五
頁
（
古
宇
田
亮
宣
編
『
和
訳
天
台
宗
論
義
二
百
題
』
一
九
六
六
、
隆
文
館
）

に
「
三
惑
同
断
（
三
観
義
）」
と
い
う
宗
要
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、「
唐
決
」
以
降
も
日
本
天
台
で
大
き
な
問
題
と
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。

《
広
修
決
答
》

【
原
文
】

第
二
十
八
疑
問
。
引
レ
文
、
破
法
遍
中
見
思
即
是
無
明
、
無
明
即
是
法
性
。
疑
云
、
見
思
惑
即
無
明
、
何
故
文
云
、
初
信

断
レ
見
、
二
信
已
去
断
二
思
惟
惑
一、
八
・
九
・
十
信
断
二
界
内
外
塵
沙
惑
一
也
。
十
信
已
去
断
二
無
明
一、
又
見
思
等
即
無
明

者
、
初
信
位
応
レ
見
二
中
道
一。
何
故
待
レ
至
二
初
住
一、
方
得
レ
見
乎
。
輔
行
釈
意
不
レ
明
者
。

答
。
止
観
本
文
中
総
相
説
、
亦
名
二
円
説
一。
輔
行
中
別
相
説
。
総
相
説
者
、
見
思
即
無
明
、
同
一
体
故
。
只
為
レ
有
二
無
明
一
故
、

便
生
レ
見
生
レ
思
。
若
無
二
無
明
一
見
思
無
二
処
生
一。
無
明
本
是
法
性
。
只
為
レ
迷
故
法
性
変
作
二
無
明
一。
無
明
若
明
、
法
性
即
顕
。

法
性
若
顕
、
無
明
即
破
。
無
明
破
即
見
二
法
性
一、
入
二
実
相
空
一。
既
入
二
実
相
一
何
法
不
レ
空
、
与
三
非
二
破
遍
一
何
也
。
輔
行
中

別
相
説
者
、
云
若
従
レ
文
説
、
見
思
障
レ
真
無
明
障
レ
中
。
若
従
レ
意
説
、
見
思
之
外
無
二
別
無
明
一。
何
者
体
法
性
。
見
思
豈

離
二
法
性
一。
故
云
二
亦
即
法
性
一。
何
故
、
以
二
同
体
一
故
。
如
レ
此
銷
釈
甚
為
二
分
明
一。
不
レ
測
二
高
意
一
如
何
取
レ
別
。
称
レ
意
不
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レ
明
。
請
、
細
尋
レ
之
。
云
云
。

【
訓
読
】

第
二
十
八
疑
を
問
う
。
文
に
引
く
、
破
法
遍
中
に
見
思
は
即
ち
是
れ
無
明
、
無
明
即
ち
是
れ
法
性
な
り
と

�
１
�

。
疑
い
て
云

く
、
見
思
惑
即
ち
無
明
な
ら
ば
、
何
が
故
に
文
に
云
く
、
初
信
は
見
を
断
じ
、
二
信
已
去
は
思
惟
の
惑
を
断
じ
、
八
・

九
・
十
信
は
界
内
外
の
塵
沙
の
惑
を
断
ず
る
や

�
２
�

。
十
信
已
去
は
無
明
を
断
じ
、
又
見
思
等
即
ち
無
明
な
ら
ば
、
初
信
の

位
に
応
に
中
道
を
見
る
べ
し
。
何
が
故
に
初
住
に
至
る
こ
と
を
待
ち
て
、
方
に
見
る
こ
と
を
得
ん
や
。
輔
行

�
３
�

の
釈
意
は

明
ら
か
な
ら
ざ
る
な
り
や
。

答
う
。
止
観
の
本
文
中
に
総
相
を
説
き
、
亦
た
円
説
と
名
づ
く
。
輔
行
の
中
に
別
相
を
説
く
。
総
相
を
説
く
と
は
、
見
思
即

ち
無
明
、
同
一
体
の
故
な
り
。
只
無
明
有
る
こ
と
を
為
す
が
故
に
、
便
ち
見
を
生
じ
思
を
生
ず
。
若
し
無
明
無
け
れ
ば
見
思

は
処
と
し
て
生
じ
る
こ
と
無
し
。
無
明
は
本
是
れ
法
性
な
り
。
只
迷
と
為
す
が
故
に
法
性
変
じ
て
無
明
を
作
す
。
無
明
若
し

明
な
れ
ば
、
法
性
即
ち
顕
。
法
性
若
し
顕
な
れ
ば
、
無
明
即
ち
破
な
り

�
４
�

。
無
明
を
破
す
こ
と
即
ち
法
性
を
見
、
実
相
の
空
に

入
る
。
既
に
実
相
に
入
る
こ
と
何
れ
の
法
を
空
ぜ
ざ
ら
ん
、
破
遍
に
非
ざ
る
と
は
何
ぞ
や
。
輔
行
の
中
の
別
相
を
説
く
と
は
、

云
く
若
し
文
に
従
い
て
説
か
ば
、
見
思
は
真
を
障
げ
無
明
は
中
を
障
ぐ
。
若
し
意
に
従
い
て
説
か
ば
、
見
思
の
外
に
別
の
無

明
無
し
。
何
と
な
れ
ば
体
法
性
な
る
や
。
見
思
豈
に
法
性
を
離
れ
ん
や
。
故
に
亦
た
即
法
性
と
云
う

�
５
�

。
何
が
故
に
、
同
体
を

以
て
の
故
な
り
。
此
く
の
如
く
銷
釈
甚
だ
分
明
と
為
す
。
高
意
を
測
ら
ず
、
如
何
が
別
を
取
る
や
。
意
を
称
し
明
に
あ
ら
ず
。

請
う
、
細
に
之
を
尋
ね
よ
。
云
云
。

【
現
代
語
訳
】
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第
二
十
八
の
疑
を
問
う
。（『
摩
訶
止
観
』
の
）
文
に
、
破
法
遍
中
に
見
思
と
は
す
な
わ
ち
無
明
で
あ
り
、
無
明
は
法
性
に

ほ
か
な
ら
な
い
、
と
あ
る
。
疑
っ
て
い
え
ば
、
も
し
見
思
惑
が
無
明
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
文
に

あ
る
、（
十
信
の
）
初
信
は
見
を
断
ち
、
二
信
よ
り
後
は
対
象
を
心
に
浮
か
べ
て
考
え
る
（
と
き
に
生
じ
る
）
思
惑
を
断
ち
、

八
・
九
・
十
信
は
三
界
の
内
・
外
の
塵
沙
惑
を
断
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
十
信
よ
り
後
は
無
明
の
惑
を
断
ず
る
。
さ
ら
に

見
思
等
が
無
明
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
初
信
の
位
に
て
当
然
中
道
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ど
う
し
て
初
住

に
至
る
ま
で
待
っ
て
ち
ょ
う
ど
見
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』の
解
釈
の
意
を
は
っ
き
り
と
解
し
え
な

い
者
で
あ
る
。

答
う
。『
摩
訶
止
観
』
の
本
文
中
に
て
総
相
（
全
体
と
し
て
の
す
が
た
）
を
説
き
、
あ
る
い
は
円
教
を
説
く
と
い
う
。『
止
観
輔

行
伝
弘
決
』
に
て
別
相
（
個
別
的
な
す
が
た
、
あ
る
い
は
別
教
）
を
説
く
。
総
相
を
説
く
と
い
う
の
は
、
見
思
は
無
明
に
ほ
か
な

ら
ず
同
一
体
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
ま
ま
に
無
明
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
見
（
惑
）
を
生
じ
思
（
惑
）

を
生
じ
る
。
も
し
無
明
が
無
く
見
思
は
（
無
明
を
）
拠
り
所
と
し
て
生
じ
る
こ
と
が
無
け
れ
ば
、
無
明
の
も
と
と
な
る
も
の
は
、

つ
ま
り
法
性
で
あ
る
。
あ
り
の
ま
ま
に
迷
と
な
る
の
で
、
法
性
は
変
わ
っ
て
無
明
と
な
る
。
無
明
が
も
し
明
る
け
れ
ば
、
法

性
は
そ
の
ま
ま
に
顕
れ
、
法
性
が
も
し
顕
れ
れ
ば
無
明
は
破
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
無
明
を
破
す
る
こ
と
は
法
性
を

見
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
く
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
真
実
の
姿
と
な
る
。（
し
か
し
、）
す
で
に
あ
り
の
ま
ま
で
あ
る
の
に

ど
う
し
て
法
を
空
で
は
な
い
と
す
る
の
か
。（
法
を
）
破
し
遍
く
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
中
の
別
相
の
説
と
は
、
も
し
文
字
の
通
り
に
述
べ
れ
ば
、
見
思
は
真
（
ま
じ
り
け
の
な
い
こ
と
）
を
さ

ま
た
げ
、
無
明
は
中
（
あ
る
こ
と
で
も
な
い
こ
と
）
を
さ
ま
た
げ
る
。
も
し
意
に
従
っ
て
説
明
す
れ
ば
、
見
思
の
ほ
か
に
そ
れ

以
外
の
無
明
は
無
い
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
（
見
思
・
無
明
の
）
本
体
、
性
質
が
法
性
で
あ
る
と
い
う
の
か
。
見
思
は
決
し
て

法
性
と
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
法
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
か
。（
法
性
と
見
思
が
）
同
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体
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
（
疑
問
が
）
と
け
て
な
く
な
る
こ
と
は
非
常
に
明
ら
か
で
あ
る
。『
摩
訶
止
観
』
中
の
文
の

意
味
を
お
し
は
か
ら
な
い
で
、
ど
う
し
て
別
々
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
意
を
は
か
っ
て
明
ら
か
で
は
な

い
。
注
意
深
く
こ
れ
を
尋
ね
な
さ
い
。

（
那
波
良
晃
）

（
１
）『
摩
訶
止
観
』
巻
第
六
下
（
大
正
四
六
・
八
〇
頁
中
）
 「
就
二
文
字
一
論
、
乃
当
レ
如
レ
此
。
意
則
不
レ
然
。
見
思
即
是
無
明
、
無
明
即
是
法
性
。
見
思
破
即
是
無
明
破
、
無
明

破
即
是
見
二
法
性
。一
入
二
実
相
空
、一
方
名
二
破
法
遍
一
也
。」

（
２
）『
摩
訶
止
観
』
巻
第
六
上
（
大
正
四
六
・
七
三
頁
上
）「
若
就
二
円
教
一
破
二
思
仮
一
位
者
、
初
破
二
見
仮
一
正
是
初
信
。
従
二
第
二
信
一
至
二
第
七
信
一
是
破
二
思
仮
一。
欲
下
細
二
分
品

秩
一
以
対
中

諸
信
上、
 準
レ
前
可
レ
知
。
八
信
至
二
十
信
一
断
レ
習
尽
。」

（
３
）『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
（
大
正
四
六
・
三
三
三
頁
下
）
 「
従
レ
初
已
来
三
諦
円
修
、
与
二
次
第
義
一
永
不
二
相
関
。一
此
論
下
 麁
惑
任
運
断
処
与
二
次
第
一
斉
上。
 是
故
不
レ
須
レ
云

レ
不
二
相
関
。一」

（
４
）『
摩
訶
止
観
』
巻
第
六
下
（
大
正
四
六
・
八
二
頁
下
～
八
三
頁
上
）「
問
。
無
明
即
法
性
、
法
性
即
無
明
。
無
明
破
時
、
法
性
破
不
。
法
性
顕
時
、
無
明
顕
不
。
答
、
然
。
理

実
無
レ
名
。
対
二
無
明
一
称
二
法
性
、一
法
性
顕
則
無
明
転
変
為
レ
明
。
無
明
破
則
無
二
無
明
。一
対
レ
誰
復
論
二
法
性
一
耶
。」

（
５
）『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
第
六
之
三
（
大
正
四
六
・
三
四
七
頁
中
）「
若
従
レ
文
説
、
見
思
障
レ
真
、
無
明
障
レ
中
。
若
従
レ
意
説
、
見
思
之
外
無
二
別
無
明
一。
無
明
体
性
既
即
法
性
。

当
レ
知
、
見
思
亦
即
法
性
。
若
見
二
見
思
無
明
法
性
、一
是
約
二
名
等
五
即
一
論
レ
遍
。
若
取
二
見
性
、一
応
下

至
二
五
即
一
論
上
レ
破
。
何
須
下

必
至
二
分
証
・
究
竟
一
名
上
レ
遍
。」

《
維
蠲
決
答
》

【
原
文
】

問
。
又
破
遍
文
云
、
就
二
文
字
一
論
、
乃
当
レ
如
レ
此
。
意
則
不
レ
然
。
見
思
即
是
無
明
、
無
明
即
是
法
性
。
見
思
破
即
是

無
明
破
、
無
明
破
即
是
見
二
法
性
。一
入
二
実
相
空
一、
方
名
二
破
法
遍
一
也
。
記
云
、
若
従
レ
文
説
、
見
思
障
レ
真
、
無
明

障
レ
中
。
若
従
レ
意
説
、
見
思
之
外
無
二
別
無
明
。一
無
明
体
性
既
即
法
性
。
当
レ
知
、
見
思
亦
即
法
性
。
若
見
二
見
思
無
明
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法
性
、一
是
約
二
名
等
五
即
一
論
レ
遍
。
若
取
二
見
性
、一
応
下
至
二
五
即
一
論
上
レ
破
。
何
須
下

必
至
二
分
証
・
究
竟
一
名
上
レ
遍
。
已

上
文
也
。
今
問
。
若
見
思
惑
即
無
明
者
、
何
故
文
云
、
初
信
断
レ
見
、
二
信
已
去
断
二
思
惟
惑
、一
八
・
九
・
十
信
断
二
界
内

外
塵
沙
惑
一
也
。
十
住
已
去
断
二
無
明
惑
一、
又
見
思
等
即
無
明
者
、
初
信
位
応
レ
見
二
中
道
。一
何
故
待
レ
至
二
初
住
一、
方

得
レ
見
耶
。
又
輔
行
記
釈
意
不
レ
明
。
其
趣
如
何
。

答
。
円
人
無
心
断
レ
惑
。
但
作
二
一
真
法
界
観
一、
麁
惑
先
去
、
真
諦
先
立
。
名
為
二
十
信
。一
無
明
後
断
、
中
道
方
立
。
受
二
十
住

名
一。
元
只
一
心
。
誰
云
二
去
取
。一
煩
悩
尚
菩
提
偏
真
。
豈
非
耶
。

【
訓
読
】

問
う
。
又
破
遍
文

�
１
�

に
云
く
、
文
字
に
就
い
て
論
ぜ
ば
、
乃
ち
当
に
此
く
の
如
く
な
る
べ
し
。
意
は
則
ち
然
ら
ず
。
見
思

は
即
ち
是
れ
無
明
、
無
明
は
即
ち
是
れ
法
性
な
り
。
見
思
破
す
れ
ば
即
ち
是
れ
無
明
破
す
、
無
明
破
す
れ
ば
即
ち
是
れ

法
性
を
見
る
。
実
相
の
空
に
入
る
を
、
方
に
破
法
遍
と
名
づ
く
る
な
り
。
記

�
２
�

に
云
く
、
若
し
文
に
従
い
て
説
か
ば
、
見

思
は
真
を
障
げ
、
無
明
は
中
を
障
ぐ
。
若
し
意
に
従
い
て
説
か
ば
、
見
思
の
外
に
別
の
無
明
無
し
。
無
明
の
体
性
既
に

即
ち
法
性
な
り
。
当
に
知
る
べ
し
、
見
思
も
亦
た
即
ち
法
性
な
り
。
若
し
見
思
無
明
の
法
性
を
見
れ
ば
、
是
れ
名
等
の

五
即
に
約
し
て
遍
を
論
ず
る
な
り
。若
し
見
性
を
取
ら
ば
、応
に
五
即
に
至
り
破
を
論
ず
べ
し
。何
ぞ
須
く
必
ず
分
証
・

究
竟
に
至
る
を
遍
と
名
づ
く
べ
け
ん
や
。
已
上
文
な
り
。
今
問
う
。
若
し
見
思
惑
即
ち
無
明
な
ら
ば
、
何
が
故
に
文
に
云

く
、
初
信
は
見
を
断
じ
、
二
信
已
去
は
思
惟
の
惑
を
断
じ
、
八
・
九
・
十
信
は
界
内
外
の
塵
沙
の
惑
を
断
ず
る
や

�
３
�

。
十

住
已
去
は
無
明
惑
を
断
じ
、
又
見
思
等
即
ち
無
明
な
ら
ば
、
初
信
位
は
応
に
中
道
を
見
る
べ
し
。
何
が
故
に
初
住
に
至

る
こ
と
を
待
ち
て
、
方
に
見
る
こ
と
を
得
ん
や
。
又
輔
行
記
の
釈
意
明
ら
か
な
ら
ず
。
其
の
趣
き
や
如
何
。

答
う
。
円
の
人
は
無
心
に
し
て
惑
を
断
ず
。
但
だ
一
真
法
界
の
観
を
作
す
に
、
麁
惑
を
先
ず
去
り
て
、
真
諦
を
先
ず
立
つ
。
名
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づ
け
て
十
信
と
為
す
。
無
明
を
後
に
断
じ
、
中
道
を
方
め
て
立
つ
。
十
住
の
名
を
受
く

�
４
�

。
元
よ
り
只
一
心
な
り
。
誰
か
去
取

と
云
わ
ん
。
煩
悩
尚
菩
提
は
偏
え
に
真
な
り
。
豈
に
非
な
ら
ん
や
。

【
現
代
語
訳
】

問
う
。
破
法
遍
の
文
で
は
、
文
字
の
通
り
に
述
べ
れ
ば
そ
う
い
う
（
遍
く
法
を
破
す
と
い
う
）
こ
と
で
あ
ろ
う
。（
だ
が
）
本

当
は
そ
う
で
は
な
い
。
見
思
と
は
す
な
わ
ち
無
明
で
あ
り
、
無
明
は
法
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
見
思
（
の
惑
）
を
破
す
る

こ
と
は
無
明
を
破
す
こ
と
で
あ
り
、
無
明
を
破
す
る
こ
と
は
す
な
わ
ち
法
性
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。（
こ
の
よ
う
な
）
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
真
実
の
姿
に
入
る
こ
と
が
、
正
し
く
遍
く
法
を
破
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
と
あ
る
。『
止
観
輔

行
伝
弘
決
』
で
は
、
も
し
（
破
法
遍
の
）
文
字
に
従
っ
て
説
明
す
れ
ば
、
見
思
は
真
（
ま
じ
り
け
の
な
い
こ
と
）
を
さ
ま
た

げ
、
無
明
は
中
（
あ
る
こ
と
で
も
な
い
こ
と
）
を
さ
ま
た
げ
る
。
も
し
意
に
従
っ
て
説
明
す
れ
ば
、
見
思
の
ほ
か
に
そ
れ

以
外
の
無
明
は
無
い
。
無
明
の
本
体
、
性
質
は
も
は
や
法
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ぜ
ひ
と
も
知
る
べ
き
で
あ
る
。
見
思

も
同
じ
よ
う
に
法
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
も
し
見
思
・
無
明
の
法
性
を
見
れ
ば
、
名
字
即
等
の
他
の
五
即
（
理
即
・
観
行

即
・
相
似
即
・
分
証
即
・
究
竟
即
）
も
ま
と
め
て
遍
を
解
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
（
本
来
備
わ
っ
て
い
る
）
性
を
見
る
こ
と
を

解
す
れ
ば
、
き
っ
と
五
即
に
至
り
破
を
解
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ど
う
し
て
当
然
の
よ
う
に
必
ず
分
証
即
・
究
竟
即
に
至

る
こ
と
を
遍
と
名
づ
け
る
べ
き
だ
と
い
え
よ
う
か
。（
こ
こ
ま
で
が
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
の
文
で
あ
る
。）
今
問
う
。
も
し

見
思
惑
が
無
明
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
文
に
あ
る
、（
十
信
の
）
初
信
は
見
を
断
ち
、
二
信
よ
り
後

は
対
象
を
心
に
浮
か
べ
て
考
え
る
（
と
き
に
生
じ
る
）
惑
を
断
ち
、
八
・
九
・
十
信
は
三
界
の
内
・
外
の
塵
沙
惑
を
断
つ

の
で
あ
ろ
う
か
。
十
住
よ
り
後
は
無
明
の
惑
を
断
ち
、
さ
ら
に
見
思
等
が
無
明
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
初
信

の
位
に
て
当
然
中
道
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ど
う
し
て
初
住
に
至
る
ま
で
待
っ
て
ち
ょ
う
ど
見
れ
る
の
で
あ
ろ
う
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か
。
重
ね
て
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
の
解
釈
の
意
も
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
な
の
か
。

答
う
。
円
教
の
人
は
一
切
の
妄
念
を
離
れ
て
い
て
迷
い
の
も
と
と
な
る
も
の
を
断
つ
。
ひ
た
す
ら
に
一
つ
の
真
実
で
あ
る
意
識

の
対
象
の
観
を
な
し
て
、
麁
く
（
お
お
ま
か
な
）
妄
念
を
先
ず
無
く
し
、（
真
俗
二
諦
の
中
の
）
最
高
の
真
理
を
先
に
立
て
る
。
こ

れ
を
十
信
と
い
う
。
無
明
を
後
に
断
じ
て
中
道
（
へ
向
か
う
）
を
初
め
て
立
て
る
。
こ
れ
は
十
住
の
名
で
あ
る
。
初
め
か
ら
一
つ

の
心
で
あ
る
。
誰
が
取
り
去
る
と
い
え
よ
う
か
。
煩
悩
さ
ら
に
菩
提
は
も
っ
ぱ
ら
真
で
あ
る
。
ど
う
し
て
非
と
な
る
の
か
。

（
那
波
良
晃
）

（
１
）
広
修
決
答
の
註
２
参
照
。

（
２
）
広
修
決
答
の
註
６
参
照
。

（
３
）
広
修
決
答
の
註
３
参
照
。

（
４
）『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
第
六
之
三
（
大
正
四
六
・
三
四
七
頁
中
）「
復
約
二
不
次
一
 而
論
二
次
位
。一
即
是
六
根
麁
惑
先
除
。
発
‑二
得
相
似
不
思
議
仮
。一
相
似
即
是
中
道
前
相
、

即
是
遍
位
之
気
分
也
。」

第
二
十
九
問

こ
の
問
答
は
、
天
台
大
師
智
顗
が
『
摩
訶
止
観
』
で
三
観
の
中
に
つ
い
て
解
説
す
る
箇
所
に
お
い
て
、「
一
生
に
修
す
べ
く
、

一
生
に
修
す
べ
し
」
の
文
に
つ
い
て
の
疑
問
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
行
位
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
た
め
、『
大
乗
起
信
論
』

の
説
と
の
矛
盾
が
大
き
く
取
り
挙
げ
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
日
本
天
台
で
は
ほ
ぼ
問
題
と
さ
れ
ず
に
、
論
義
等
で
論
じ
ら
れ
る
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こ
と
は
な
か
っ
た
。

《
広
修
決
答
》

【
原
文
】

第
二
十
九
疑
問
。
引
レ
文
云
、
始
自
二
初
品
一
終
至
二
初
住
一
一
生
可
レ
修
一
生
可
レ
証
者
、
誰
為
二
其
人
。一
若
龍
女
、
是
応
二
先
世

種
修
。一
非
二
一
生
修
証
之
例
一
也
。
又
引
二
起
信
論
一
云
、
是
菩
薩
、
或
示
三

超
レ
地
速
成
二
正
覚
、一
以
レ
為
二
怯
弱
衆
生
一
故
。
説
下

於
二
無
量
阿
僧
祇
劫
一
当
レ
成
中
仏
道
上、
又
云
、
以
レ
為
二
懈
怠
衆
生
一
故
。
示
二
如
レ
是
無
数
方
便
一
不
可
思
議
。
而
実
菩
薩

種
性
根
等
、
発
心
亦
等
、
所
レ
証
亦
等
、
無
レ
有
二
超
過
之
法
。一
以
三
一
切
菩
薩
皆
経
二
三
阿
僧
祇
劫
一
故
。
但
随
二
衆
生

世
界
不
レ
同
、
所
見
・
所
聞
・
根
・
欲
・
性
異
一
故
、
示
二
所
行
一
亦
有
二
差
別
一
者
。

答
、
如
レ
此
二
説
本
非
二
相
乖
。一
只
為
二
機
悟
不
一レ
同
、
如
来
種
種
方
便
。
為
レ
対
二
懈
怠
衆
生
一
説
下
仏
道
長
遠
、
久
受
二
勤

苦
一
方
可
上
レ
得
レ
成
。
為
レ
治
二
厭
レ
長
衆
生
一
故
云
二
仏
道
易
一レ
得
。
然
諸
仏
一
法
、
本
無
二
長
短
、一
亦
非
二
難
易
。一
皆
是
随
二
機

性
一
也
。
為
二
怯
弱
者
一
説
法
長
劫
。
故
下
文
証
為
二
懈
怠
者
一
示
二
如
レ
是
無
数
方
便
一
不
可
思
議
。
而
実
菩
薩
根
性
・
発
心
・

所
証
並
皆
倶
等
。
此
文
証
二
上
上
機
一
也
。
有
言
、
無
レ
有
二
超
過
之
法
一
一
切
菩
薩
皆
経
二
三
阿
僧
祇
劫
一
者
、
此
証
二
随
機
説

法
一
示
二
中
機
一
也
。
所
所
但
随
二
衆
生
世
界
不
レ
同
故
、
所
見
・
所
聞
・
根
・
欲
・
性
異
一
故
示
三
所
行
亦
有
二
差
別
一
者
、
此
即

倶
証
二
頓
漸
之
機
。一
是
悉
檀
随
二
機
性
一
施
益
之
義
也
。
釈
レ
随
二
衆
生
世
界
不
一レ
同
者
、
即
有
二
三
・
五
・
七
・
九
乗
機
縁

不
同
一
也
。
釈
レ
随
云
二
文
明
一
矣
。
断
見
者
約
レ
機
且
分
二
四
品
。一
謂
、
上
上
・
上
・
中
・
下
。
上
上
機
乗
二
上
上
乗
一、
即
見
二

実
相
。一
理
具
二
一
切
仏
法
一
無
二
欠
少
一
也
。
即
円
頓
入
也
。
上
機
見
二
実
相
。一
事
一
切
法
無
レ
非
二
実
相
。一
故
此
人
得
レ
事
不

レ
同
。
理
謂
レ
須
下
仮
二
縁
修
方
便
一
顕

＿中

出
此
理
上。
 次
第
修
行
故
此
別
教
也
。
中
機
見
二
体
法
空
真
。一
下
下
機
折
空
真
。
随
二

見
聞
処
一
悟
二
解
脱
。一
破
レ
悪
故
是
対
治
也
。
随
二
見
聞
処
一
歓
喜
。
是
為
人
也
。
随
二
見
聞
処
一
得
レ
入
レ
理
。
是
第
一
義
也
。
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故
立
二
根
・
欲
・
性
・
異
一。
根
即
世
界
、
欲
即
為
人
、
性
即
対
治
、
異
即
第
一
義
也
。
願
レ
見
レ
長
者
、
示
レ
長
、
願
レ
見
レ
短
者
、

云
レ
短
。
如
レ
此
悟
解
在
レ
機
。
故
菩
薩
示
二
亦
超
一
四
悉
檀
之
益
也
。
更
別
示
者
、
前
本
文
云
二
一
生
可
証
一
者
、
約
レ
理
也
。
経

云
、
龍
女
者
、
約
レ
事
也
。
且
理
者
、
円
極
之
理
、
無
二
初
・
中
・
後
。一
一
念
備
足
無
レ
所
二
闕
少
一。
頗
有
二
凡
夫
一、
初
発
心
時

便
登
二
正
覚
一
者
、
此
理
即
有
、
此
事
即
無
也
。
能
知
二
此
理
一
具

＿二
足
円
満
一
者
、
此
身
心
而
是
三
身
・
三
徳
・
十
界
・
三
法
具
足
、

一
心
三
観
是
了
了
分
明
見
、
具
足
無
二
減
修
。一
若
備
二
此
知
一、
即
是
一
生
可
レ
修
一
生
可
レ
証
之
義
。
離
二
此
修
一
外
無
二
復
別

論
一。
離
二
此
証
一
外
無
二
復
可
一レ
証
。
即
是
此
生
得
義
、
不
レ
待
下
進
レ
位
登
到
二
初
住
一
方
破
中
無
明
上
耳
。
夫
無
明
是
出
仮
名
。
若

知
二
無
明
即
是
明
一
明
了
。
何
処
更
有
二
無
明
一。
只
為
二
朝
夕
行
住
坐
臥
即
全
是
無
明
一。
若
能
了
達
、
即
此
朝
夕
行
住
坐
臥
便
是

明
了
。
不
レ
得
下
将
レ
明
二
了
了
一
見
上
レ
之
是
無
明
。
若
爾
者
、
衆
生
作
二
明
白
之
見
一。
行
既
非
二
是
明
。一
菩
薩
更
示
二
何
法
一、
而

令
レ
求
二
解
脱
一
耶
。
可
レ
云
二
発
心
・
畢
竟
二
不
別
一
是
其
義
也
。
今
理
既
備
レ
心
。
令
四
 此
知
三
 依
レ
法
行
即
是
到
二
妙
覚
地
一。
豈

仮
二
歴
別
方
便
一、
諸
教
簡
レ
麁
顕
レ
妙
千
轍
万
途
耶
。
我
今
能
如
レ
是
知
、
亦
如
レ
是
行
、
如
レ
是
証
。
任
運
如
レ
是
観
、
智
恒
随
。

弥
又
弥
明
。
転
深
転
固
。
功
徳
智
顕
。
故
四
十
一
位
始
末
並
如
。
即
大
品
云
二
初
阿
後
荼
無
二
無
別
。一
此
是
理
具
。
頓
見

頓
修
、
非
レ
謂
二
不
レ
修
而
自
進
レ
路
、
名
レ
之
曰
一レ
修
。
故
経
云
二
煩
悩
即
菩
提
、
結
業
即
解
脱
、
生
死
即
法
身
一。
不
レ
待
二
断
然

後
証
一。
故
是
頓
、
故
是
円
也
。
挙
二
龍
女
一
答
二
是
事
一
也
。
終
不
下

以
二
不
修
一
而
自
得
上
レ
果
。
今
且
挙
二
此
事
一
作
レ
答
、
証
二

其
円
頓
得
一。
而
有
二
積
修
之
義
一
者
、
正
是
龍
女
初
発
心
時
一
発
一
切
発
、
円
見
二
中
道
理
一、
能
依
レ
円
而
修
。
但
於
二
事
戒
一

緩
、
而
受
二
於
龍
報
一。
而
於
レ
円
乗
急
、
於
二
彼
法
華
中
一
而
現
二
作
仏
事
一。
故
於
二
此
生
一
而
速
証
二
円
位
之
義
一。
如
レ
此
故
不

レ
応
三
別
覓
二
其
証
一
也
。
如
レ
此
説
者
、
可
二
以
レ
意
会
一レ
之
。
不
レ
可
二
以
レ
事
求
一レ
之
難
云
。

【
訓
読
】

第
二
十
九
疑
問
。
文

�
１
�

を
引
い
て
云
く
、
始
め
初
品
よ
り
終
に
は
初
住
に
至
る
ま
で
一
生
に
修
す
べ
く
一
生
に
証
す
べ
し
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と
は
、
誰
を
か
其
の
人
と
な
す
や
。
若
し
龍
女
な
ら
ば
、
是
れ
応
に
先
世
に
種
を
修
す
べ
し
。
一
生
修
証
の
例
に
非
ざ

る
な
り
。
又
た
起
信
論

�
２
�

を
引
い
て
云
く
、
是
の
菩
薩
、
或
い
は
地
を
超
え
て
速
や
か
に
正
覚
を
成
ず
と
示
す
は
、
怯
弱

の
衆
生
の
為
な
る
を
以
て
の
故
に
。
無
量
の
阿
僧
祇
劫
に
於
い
て
当
に
仏
道
を
成
ず
べ
し
と
説
く
は
、
又
た
云
く
、
懈

怠
の
衆
生
の
為
な
る
を
以
て
の
故
に
。
是
く
の
如
き
の
無
数
の
方
便
を
示
す
こ
と
不
可
思
議
な
り
。
而
も
実
に
は
菩
薩

の
種
性
の
根
は
等
し
く
、
発
心
も
亦
た
等
し
く
、
証
す
る
所
も
亦
た
等
し
く
し
て
、
超
過
の
法
有
る
こ
と
無
し
。
一
切

の
菩
薩
は
皆
な
三
阿
僧
祇
劫
を
経
る
を
以
て
の
故
に
。
但
だ
衆
生
の
世
界
は
同
じ
か
ら
ず
、
所
見
と
所
聞
と
根
・
欲
・

性
と
異
な
る
に
随
う
が
故
に
、
所
行
を
示
す
に
亦
た
差
別
有
り
と
は
。

答
う
、
此
く
の
如
き
二
説
は
本
よ
り
相
い
乖
く
に
非
ず
。
只
だ
機
悟
は
同
じ
か
ら
ざ
る
が
為
に
、
如
来
は
種
種
の
方
便
を
す
。

懈
怠
の
衆
生
に
対
す
る
為
、
仏
道
は
長
遠
に
し
て
、
久
し
く
勤
苦
を
受
け
、
方�

�

め
て
成
ず
る
こ
と
得
べ
し
と
説
く
。
長
を
厭

う
衆
生
を
治
す
為
の
故
に
、
仏
道
は
得
易
し
と
云
う
。
然
る
に
諸
仏
一
法
は
、
本
よ
り
長
短
無
く
、
亦
た
難
易
に
非
ず
。
皆

な
是
れ
機
の
性
に
随
う
な
り
。
怯
弱
の
者
の
為
の
説
法
は
長
劫
な
り
。
故
に
下
文
の
証
に
、
懈
怠
の
者
の
為
に
是
く
の
如
き

無
数
の
方
便
を
示
す
こ
と
不
可
思
議
な
り
。
而
も
実
に
は
菩
薩
の
根
性
・
発
心
・
所
証
は
並
び
に
皆
な
倶
に
等
し
と
。
此
の

文
は
上
上
の
機
を
証
す
る
な
り
。
有
る
は
言
く
、
超
過
の
法
有
る
こ
と
無
し
。
一
切
の
菩
薩
は
皆
な
三
阿
僧
祇
劫
を
経
る
と

は
、
此
の
随
機
の
説
法
を
証
し
中
の
機
を
示
す
な
り
。
所
所
に
但
だ
衆
生
の
世
界
は
同
じ
か
ら
ざ
る
が
故
に
、
所
見
と
所
聞

と
根
・
欲
・
性
と
異
な
る
に
随
う
が
故
に
、
所
行
も
亦
た
差
別
有
る
と
示
す
は
、
此
れ
即
ち
倶
に
頓
漸
の
機
を
証
す
。
是
の

悉
檀
は
、
機
の
性
に
随
う
に
施
益
の
義
な
り
。
衆
生
の
世
界
は
同
じ
か
ら
ず
に
随
う
を
釈
せ
ば
、
即
ち
三
・
五
・
七
・
九
乗

の
機
縁
の
不
同
も
有
る
な
り
。
随
う
を
釈
す
る
に
文
に
明
ら
か
と
云
う
。
断
見
は
機
に
約
し
て
且
く
四
品
に
分
か
つ
。
謂
く
、

上
上
・
上
・
中
・
下
な
り
。
上
上
の
機
は
上
上
の
乗
に
乗
じ
、
即
ち
実
相
を
見
る
。
理
は
一
切
の
仏
法
を
具
し
欠
少
無
き
な

り
。
即
ち
円
頓
入
な
り
。
上
の
機
も
実
相
を
見
る
。
事
の
一
切
法
は
実
相
に
非
ざ
る
こ
と
無
し
。
故
に
此
の
人
は
事
を
得
る
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こ
と
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。
理
は
須
く
縁
修
の
方
便
を
仮
し
て
此
の
理
を
顕
出
す
べ
し
と
謂
う
。
次
第
に
修
行
す
る
が
故
に

此
れ
別
教
な
り
。
中
の
機
は
体
法
の
空
真
を
見
る
。
下
下
の
機
は
折
空
の
真
な
り
。
見
聞
す
る
処
に
随
っ
て
解
脱
を
悟
る
。
悪

を
破
す
る
が
故
に
是
れ
対
治
な
り
。
見
聞
の
処
に
随
っ
て
歓
喜
す
。
是
れ
為
人
な
り
。
見
聞
す
る
処
に
随
っ
て
理
に
入
る
こ

と
を
得
。
是
れ
第
一
義
な
り
。
故
に
根
・
欲
・
性
・
異
を
立
つ
。
根
は
即
ち
世
界
、
欲
は
即
ち
為
人
、
性
は
即
ち
対
治
、
異

は
即
ち
第
一
義
な
り
。
長
を
見
ん
と
願
う
者
に
は
長
を
示
し
、
短
を
見
ん
と
願
う
者
に
は
短
と
云
う
。
此
く
の
如
き
悟
解
は

機
に
在
り
。
故
に
菩
薩
が
亦
超
を
示
す
は
四
悉
檀
の
益
な
り
。
更
に
別
に
示
せ
ば
、
前
の
本
文
に
一
生
可
証
と
云
う
は
、
理

に
約
す
る
な
り
。
経
に
云
く
、
龍
女
は
事
に
約
す
る
な
り
。
且
く
理
は
円
極
の
理
に
し
て
、
初
・
中
・
後
無
し
。
一
念
に
備

足
し
て
闕
少
す
る
所
無
し
。
頗
し
凡
夫
有
り
て
、
初
発
心
時
に
便
ち
正
覚
に
登
る
と
は
、
此
の
理
に
は
即
ち
有
り
、
此
の
事

に
は
即
ち
無
き
な
り
。
能
く
此
の
理
を
知
り
円
満
を
具
足
す
れ
ば
、
此
の
身
心
は
是
れ
三
身
・
三
徳
・
十
界
・
三
法
を
具
足

し
て
、
一
心
三
観
に
し
て
是
れ
了
了
分
明
に
見
、
具
足
し
て
減
修
無
し

�
３
�

。
若
し
此
れ
を
知
り
て
備
え
れ
ば
、
即
ち
是
れ
一
生

に
修
す
べ
く
、
一
生
に
証
す
べ
し
の
義
な
り
。
此
の
修
を
離
れ
れ
ば
、
外
に
復
た
別
論
無
し
。
此
の
証
を
離
れ
れ
ば
、
外
に

復
た
証
す
べ
き
こ
と
無
し
。
即
ち
是
れ
此
の
生
に
得
る
義
、
位
を
進
み
登
り
て
初
住
に
到
り
方
め
て
無
明
を
破
す
こ
と
待
た

ざ
る
の
み
。
夫
れ
無
明
は
是
れ
出
仮
の
名
な
り
。
若
し
無
明
即
是
明
と
知
れ
ば
明
了
な
り
。
何
れ
の
処
に
か
更
に
無
明
有
ら

ん
。
只
だ
朝
夕
の
行
住
坐
臥
は
即
ち
全
て
是
れ
無
明
と
す
。
若
し
能
く
了
達
す
れ
ば
、
即
ち
此
れ
朝
夕
の
行
住
坐
臥
は
便
ち

是
れ
明
了
な
り
。
了
了
に
明
か
す
を
将
っ
て
之
れ
を
見
る
こ
と
得
ざ
れ
ば
、
是
れ
無
明
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
衆
生
は
明
白

の
見
と
作
す
。
行
は
既
に
是
の
明
に
非
ず
。
菩
薩
は
更
に
何
れ
の
法
を
示
し
て
、
解
脱
を
求
め
し
め
ん
や
。
発
心
・
畢
竟
の

二
は
不
別
と
云
う
べ
き
は
、
是
れ
其
の
義
な
り
。
い
ま
理
は
既
に
心
に
備
う
。
此
の
法
に
依
っ
て
行
は
即
ち
是
れ
妙
覚
の
地

に
到
る
と
知
ら
し
む
。
豈
に
歴
別
の
方
便
に
仮
し
て
、
諸
教
の
麁
を
簡
び
妙
を
顕
す
こ
と
千
轍
万
途

�
４
�

な
ら
ん
や
。
我
れ
い
ま

能
く
是
く
の
如
く
知
り
、
亦
た
是
く
の
如
く
行
じ
、
是
く
の
如
く
証
す
。
任
運
に
是
く
の
如
く
観
ず
る
は
、
智
は
恒
に
随
う
。
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弥
い
よ
又�

�

し
く
弥
い
よ
明
な
り
。
転
深
転
固
な
り
。
功
徳
の
智
を
顕
す
。
故
に
四
十
一
位
の
始
末
は
並
び
の
如
し
。
即
ち
大

品�
５
�に

、
初
の
阿
と
後
の
荼
は
無
二
無
別
と
云
う
。
此
れ
は
是
れ
理
を
具
す
。
頓
見
頓
修

�
６
�

に
し
て
、
修
せ
ず
し
て
自
ら
路
を
進

む
、
之
れ
を
名
づ
け
て
修
と
曰
う
こ
と
謂
わ
ざ
る
な
り
。
故
に
経
に
、
煩
悩
即
菩
提
、
結
業
即
解
脱
、
生
死
即
法
身
と
云
う
。

断
じ
て
然
る
後
に
証
を
待
た
ず
。
故
に
是
れ
頓
、
故
に
是
れ
円
な
り
。
龍
女
を
挙
げ
、
是
の
事
に
答
え
る
な
り
。
終
に
不
修

を
以
て
自
ら
果
を
得
ず
。
い
ま
且
く
此
の
事
を
挙
げ
て
答
と
作
し
、
其
の
円
頓
を
得
る
こ
と
を
証
す
。
而
も
積
修
の
義
有
る

と
は
、
正
し
く
是
れ
龍
女
初
発
心
時
に
一
発
一
切
発
に
し
て
、
円
に
中
道
の
理
を
見
、
能
く
円
に
依
っ
て
修
す
。
但
だ
事
の

戒
に
於
い
て
緩
な
れ
ば
、
龍
の
報
を
受
く
。
円
に
於
い
て
乗
急
な
れ
ば
、
彼
の
法
華
中
に
於
い
て
作
仏
の
事
を
現
ず
。
故
に

此
の
生
に
於
い
て
速
や
か
に
円
位
の
義
を
証
す
。
此
く
の
如
き
の
故
に
、
応
に
別
に
其
の
証
を
覓
む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
此

く
の
如
き
説
は
、
意
を
以
て
之
れ
を
会
す
べ
し
。
事
を
以
て
之
れ
を
求
む
べ
か
ら
ず
と
難
じ
て
云
う
。

【
現
代
語
訳
】

第
二
十
九
の
疑
問
。（『
摩
訶
止
観
』
の
）
文
を
引
い
て
言
う
に
は
、
最
初
の
五
品
弟
子
位
よ
り
後
の
初
住
位
に
至
る
ま
で

修
行
し
て
一
生
に
悟
る
べ
き
で
あ
る
と
は
、
誰
を
そ
の
人
と
す
る
の
か
。
も
し
龍
女
で
あ
れ
ば
、
龍
女
は
ま
さ
に
前
世

に
素
質
が
あ
っ
て
修
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
生
に
修
行
し
て
悟
る
例
で
は
な
い
。
ま
た
『
大
乗
起
信
論
』
を
引
い
て

言
う
に
は
、
こ
の
菩
薩
は
、
あ
る
い
は
十
地
を
超
え
て
速
や
か
に
正
覚
を
得
る
こ
と
を
示
す
と
は
、
意
志
の
弱
い
衆
生

の
為
で
あ
る
。
限
り
な
く
長
い
時
間
に
お
い
て
ま
さ
に
仏
道
が
完
成
す
る
と
説
く
の
は
、
ま
た
言
う
に
は
、
怠
惰
で
慢

心
の
衆
生
の
為
で
あ
る
。
よ
く
こ
の
よ
う
な
無
数
の
方
便
を
示
す
こ
と
は
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
も
実
際

に
は
菩
薩
に
決
ま
っ
て
い
る
資
質
は
、
能
力
は
等
し
く
、
発
心
も
ま
た
等
し
く
、
悟
り
も
ま
た
等
し
く
て
、（
十
地
を
）
超

過
す
る
法
は
な
い
。
一
切
の
菩
薩
は
仏
に
な
る
た
め
の
三
種
の
長
い
時
間
を
全
て
経
て
修
行
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
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衆
生
の
世
界
は
同
じ
で
は
な
く
、
見
る
こ
と
、
聞
く
こ
と
、
能
力
・
意
欲
・
性
格
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
随
っ

て
い
る
の
で
、
対
応
す
る
修
行
に
違
い
が
あ
る
、
と
。

答
え
る
に
、こ
の
よ
う
な
二
つ
の
説
は
、本
か
ら
お
互
い
に
背
い
て
は
い
な
い
。た
だ
悟
り
を
得
る
資
質
は
同
じ
で
な
い
為
に
、

如
来
は
多
く
の
方
便
を
用
い
る
。
怠
惰
で
慢
心
の
衆
生
に
対
し
て
、
仏
道
は
長
く
遠
く
、
長
い
間
勤
め
て
は
じ
め
て
完
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。
長
い
期
間
を
嫌
う
衆
生
を
導
く
為
に
、
仏
道
は
得
や
す
い
と
言
う
。
し
か
し
、
諸
仏
の
唯
一
の
法
は

本
か
ら
長
短
は
な
く
、
ま
た
難
易
で
も
な
い
。
み
な
こ
れ
ら
は
（
衆
生
の
）
悟
り
を
得
る
性
質
に
随
っ
て
い
る
。
意
志
の
弱
い

衆
生
の
為
の
説
法
は
長
い
期
間
と
言
う
。
だ
か
ら
、
経
の
下
の
文
に
証
す
よ
う
に
、
怠
惰
で
慢
心
の
者
の
為
に
こ
の
よ
う
な
無

数
の
方
便
を
示
す
こ
と
は
量
り
難
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
上
、
実
際
は
菩
薩
の
仏
に
な
る
資
質
・
菩
提
心
を
起
こ
す
こ
と
・
悟

り
は
と
も
に
み
な
等
し
い
と
言
う
。
こ
の
文
は
、
上
上
の
資
質
を
明
か
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
（『
大
乗
起
信
論
』
に
）、（
十
地
の

位
を
）
超
過
す
る
仏
法
は
な
く
、
一
切
の
菩
薩
が
仏
に
な
る
た
め
の
三
種
の
長
い
時
間
を
全
て
経
る
こ
と
は
、
こ
の
衆
生
の
資

質
に
応
じ
た
説
法
と
し
て
中
の
資
質
を
示
す
の
で
あ
る
。
あ
ち
こ
ち
に
（
言
わ
れ
る
よ
う
に
）、
た
だ
衆
生
の
世
界
は
（
菩
薩
と
）

同
じ
で
は
な
い
か
ら
、
見
る
こ
と
、
聞
く
こ
と
、
能
力
・
意
欲
・
性
格
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
随
っ
て
い
る
の
で
、
対

応
す
る
修
行
に
も
ま
た
違
い
が
あ
る
と
は
、
こ
れ
は
と
も
に
す
ぐ
に
悟
れ
る
こ
と
と
、
時
間
が
か
か
る
こ
と
の
資
質
を
明
か
し

て
い
る
。
こ
れ
を
仏
が
説
く
教
え
に
整
理
す
る
な
ら
ば
、
衆
生
の
資
質
に
随
え
ば
利
益
を
施
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
衆
生
の

世
界
は
同
じ
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
解
釈
す
れ
ば
、
そ
れ
は
三
乗
・
五
乗
・
七
乗
・
九
乗
の
資
質
の
縁
も
同
じ
で
は
な
い
。

随
う
こ
と
を
解
釈
す
れ
ば
、
 文
に
明
ら
か
と
言
う
。
思
想
や
観
念
の
迷
い
を
断
つ
こ
と
は
悟
り
の
資
質
に
比
例
す
る
の
で
、
い

ま
は
四
種
に
分
け
る
。
そ
れ
は
、
上
上
・
上
・
中
・
下
で
あ
る
。
上
上
の
資
質
は
、
上
上
の
乗
り
物
に
乗
り
、
実
相
を
見
る
。

真
理
は
全
て
の
仏
法
を
備
え
て
い
て
、欠
け
る
こ
と
は
な
い
。こ
れ
が
円
頓
に
入
る
こ
と
で
あ
る
。上
の
資
質
も
実
相
を
見
る
。

現
象
の
全
て
の
法
は
実
相
で
な
い
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
（
世
界
の
）
人
は
現
象
を
得
る
こ
と
が
同
じ
で
は
な
い
。
真
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理
は
、
十
地
の
位
の
前
の
菩
薩
の
方
便
を
借
り
て
、
こ
の
真
理
を
あ
ら
わ
す
べ
き
だ
と
言
う
。
順
を
追
っ
て
修
行
す
る
こ
と
か

ら
、
別
教
で
あ
る
。
中
の
資
質
は
、
通
教
の
法
で
あ
る
真
実
の
空
を
見
る
。
下
下
の
資
質
は
、
色
心
を
分
析
し
て
空
に
入
る
と

い
う
小
乗
の
悟
り
の
真
理
で
あ
る
。
見
る
こ
と
・
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
解
脱
を
悟
る
。
悪
を
破
る
か
ら
、
こ
れ
は
対
治
悉
檀
で

あ
る
。
見
る
こ
と
・
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
歓
喜
す
る
。
こ
れ
は
為
人
悉
檀
で
あ
る
。
見
る
こ
と
・
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
真
理
に

入
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
第
一
義
悉
檀
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
能
力
・
意
欲
・
性
質
・
異
な
り
を
立
て
る
。
能
力
は
世
界
悉

檀
、
意
欲
は
為
人
悉
檀
、
性
格
は
対
治
悉
檀
、
異
な
り
は
第
一
義
悉
檀
で
あ
る
。
長
い
道
の
り
を
見
る
こ
と
を
願
う
者
に
は
長

い
も
の
を
示
し
、
短
い
（
道
の
り
）
を
見
る
こ
と
を
願
う
者
に
は
短
い
と
言
う
。
こ
の
よ
う
な
悟
り
の
解
釈
は
資
質
に
あ
る
。
だ

か
ら
、
菩
薩
が
ま
た
（
十
地
の
位
を
）
超
え
る
と
示
す
の
は
、
四
種
の
教
え
の
区
分
の
効
果
で
あ
る
。
さ
ら
に
別
に
示
す
な
ら
ば
、

前
の
本
文
に
一
生
に
悟
る
べ
き
と
言
う
の
は
、
真
理
に
合
わ
せ
て
い
る
。
経
に
言
う
に
は
、
龍
女
は
現
象
に
合
わ
せ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
真
理
は
、
円
教
を
極
め
る
真
理
で
あ
っ
て
、
初
め
も
、
中
間
も
、
後
も
な
い
。
一
瞬
の
間
に
備
え
足
り
て
少
し
も
欠

け
る
所
が
な
い
。数
人
の
凡
夫
が
い
て
、初
め
て
仏
に
な
る
心
を
起
こ
し
た
時
に
、す
ぐ
に
悟
り
の
地
位
に
登
る
と
い
う
の
は
、

真
理
に
は
あ
る
が
、
現
象
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
よ
く
こ
の
真
理
を
知
っ
て
円
満
を
備
え
れ
ば
、
こ
の
身
体
と
心
は
三
種
の
仏

身
・
三
種
の
徳
・
十
種
類
の
仏
の
世
界
・
仏
法
僧
を
備
え
、
一
心
に
空
仮
中
の
三
観
を
観
じ
れ
ば
、
あ
き
ら
か
に
は
っ
き
り
と

仏
と
な
る
素
質
を
見
て
、（
五
種
の
眼
の
は
た
ら
き
を
）
備
え
て
修
行
が
減
る
こ
と
は
な
い
。
も
し
こ
れ
を
知
っ
て
備
え
れ
ば
、
一

生
に
修
行
し
て
一
生
に
悟
れ
る
の
意
味
と
な
る
。
こ
の
修
行
を
離
れ
れ
ば
、
他
に
ま
た
別
に
論
点
は
な
い
。
こ
の
悟
り
を
離
れ

れ
ば
、
他
に
ま
た
悟
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
一
生
に
得
ら
れ
る
と
い
う
意
味
は
、
行
の
位
を
進
み
登
っ
て
初
住

位
に
到
っ
て
、
初
め
て
迷
い
の
根
本
を
破
る
こ
と
を
待
た
な
い
だ
け
で
あ
る
。
迷
い
の
根
本
と
は
、
仮
の
世
界
を
出
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
も
し
迷
い
は
ま
さ
に
智
慧
と
知
れ
ば
、
現
象
も
真
理
も
明
ら
か
に
な
る
。
他
の
場
所
に
さ
ら
に
迷
い
の
根
本
が

あ
る
だ
ろ
う
か
。
た
だ
朝
夕
の
立
ち
居
振
る
舞
い
は
、
ゆ
え
に
全
て
迷
い
の
根
本
と
す
る
。
も
し
よ
く
理
解
す
れ
ば
、
ゆ
え
に
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朝
夕
の
立
ち
居
振
る
舞
い
は
、（
現
象
と
真
理
が
）
明
ら
か
で
あ
る
。
明
ら
か
な
理
解
に
よ
っ
て
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
、
そ
れ
は
迷
い
の
根
本
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
衆
生
は
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
修
行
は
す
で
に
明

ら
か
で
は
な
い
。
菩
薩
は
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
仏
法
を
示
し
て
、
解
脱
を
求
め
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
初
に
菩
提
心
を
起

こ
す
の
と
最
後
の
悟
り
と
の
二
つ
は
別
で
は
な
い
と
い
う
の
は
、
以
上
の
意
味
で
あ
る
。
い
ま
真
理
は
す
で
に
心
に
備
わ
っ
て

い
る
。
こ
の
法
に
依
っ
て
、
修
行
に
よ
っ
て
悟
り
の
位
に
到
る
と
理
解
さ
せ
る
。
ど
う
し
て
隔
た
り
の
あ
る
方
便
を
借
り
る
こ

と
で
、
諸
々
の
教
え
か
ら
粗
い
も
の
を
選
ん
だ
り
、
優
れ
た
も
の
を
あ
ら
わ
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
千
の
轍
や
万
の
よ
う
な
道

に
な
る
だ
ろ
う
か
。
私
は
い
ま
よ
く
こ
の
よ
う
に
理
解
し
、
ま
た
こ
の
よ
う
に
修
行
し
、
こ
の
よ
う
に
悟
る
。
自
然
に
こ
の
よ

う
に
観
察
す
る
と
、
智
慧
は
常
に
随
う
。
い
よ
い
よ
等
し
く
、
い
よ
い
よ
明
ら
か
で
あ
り
、
深
く
変
わ
り
、
固
く
変
わ
る
。
功

徳
の
智
慧
を
あ
ら
わ
す
。
そ
の
ゆ
え
に
仏
へ
の
四
十
一
の
位
の
始
め
と
終
わ
り
は
並
び
の
通
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
、『
摩
訶
般

若
波
羅
蜜
経
』
に
初
め
の
阿
字
と
最
後
の
荼
字
は
二
つ
で
も
な
く
別
で
も
な
い
と
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
真
理
を
備
え
て
い

る
。
速
や
か
に
見
て
速
や
か
に
修
行
し
て
、
修
行
せ
ず
に
自
ら
仏
道
を
進
む
こ
と
を
名
づ
け
て
修
行
と
呼
ぶ
と
は
言
わ
な
い
。

だ
か
ら
、
煩
悩
ゆ
え
に
菩
提
、
煩
悩
に
よ
る
善
悪
ゆ
え
に
解
脱
、
生
死
ゆ
え
に
真
理
で
あ
る
仏
の
身
体
と
言
う
。
決
し
て
（
長

い
時
間
の
）
後
に
悟
る
こ
と
を
待
た
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
速
や
か
で
、
欠
け
る
こ
と
が
な
い
と
言
う
。
龍
女
を
取
り
挙
げ

て
、
こ
の
事
に
答
え
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
修
行
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
結
果
を
得
る
こ
と
は
な
い
。
い
ま
し
ば
ら
く

こ
の
事
を
取
り
挙
げ
て
答
え
と
し
、
そ
の
欠
け
る
こ
と
な
く
速
や
か
に
得
ら
れ
る
こ
と
を
明
か
す
。
修
行
を
積
む
意
味
が
あ
る

と
は
、
ま
さ
し
く
龍
女
が
初
め
て
菩
提
心
を
起
こ
し
た
時
に
、
一
つ
の
心
を
起
こ
す
こ
と
が
全
て
の
心
を
起
こ
す
こ
と
で
あ

り
、
欠
け
る
こ
と
の
な
い
教
え
の
中
に
絶
対
真
実
の
道
理
を
見
て
、
全
く
欠
け
る
こ
と
の
な
い
教
え
に
依
っ
て
修
行
す
る
。
た

だ
現
象
の
戒
と
し
て
守
ら
な
け
れ
ば
、
龍
に
な
る
報
い
を
受
け
る
。
し
か
し
、
欠
け
る
こ
と
の
な
い
教
え
の
中
で
智
慧
を
得
て

成
仏
を
急
ぐ
な
ら
ば
、
あ
の
『
法
華
経
』
の
中
で
仏
に
な
る
現
象
が
示
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
一
生
の
中
で
速
や
か
に
欠
け
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る
こ
と
の
な
い
位
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
他
に
そ
の
悟
り
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
よ

う
説
は
、
意
味
を
も
っ
て
そ
の
悟
り
を
当
て
は
め
る
べ
き
で
あ
る
。
現
象
に
よ
っ
て
悟
り
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
非
難

し
て
言
う
。

（
寺
本
亮
晋
）

（
１
）『
摩
訶
止
観
』
巻
六
下
（
大
正
四
六
・
八
三
頁
上
）「
始
自
二
初
品
一
 終
至
二
初
住
一
 一
生
可
レ
修
一
生
可
レ
証
。
不
レ
待
下

位
登
二
七
地
、一
爾
乃
修
習
上。
 何
暇
歓
喜
始
入
二
双
流
。一」

（
２
）『
大
乗
起
信
論
』（
大
正
三
二
・
五
八
一
頁
上
中
）「
是
菩
薩
於
二
一
念
頃
一
 能
至
二
十
方
無
余
世
界
、一
供
─二
養
諸
仏
一
 請
二
転
法
輪
、一
唯
為
四
開
─二
導
利
─三

益
衆
生
、一
不
レ
依
二
文

字
、一
或
示
三
超
レ
地
速
成
二
正
覚
、一
以
レ
為
二
怯
弱
衆
生
一
 故
。
或
説
下

我
於
二
無
量
阿
僧
祇
劫
一
 当
レ
成
中

仏
道
上、
 以
レ
為
二
懈
怠
衆
生
一
 故
。
能
示
二
如
レ
是
無
数
方
便
不
可
思

議
。一

而
実
菩
薩
種
性
果
等
、
発
心
則
等
、
所
証
亦
等
、
無
レ
有
二
超
過
之
法
。一

以
三
一
切
菩
薩
皆
経
二
三
阿
僧
祇
劫
一
 故
。
但
随
二
衆
生
世
界
不
レ
同
所
見
・
所
聞
・
根
・

欲
・
性
異
一
 故
、
示
二
所
行
一
 亦
有
二
差
別
。一
」

（
３
）
こ
こ
の
出
典
は
、『
摩
訶
止
観
』
巻
七
下
（
大
正
四
六
・
九
五
頁
中
）「
又
具
足
修
者
、
観
二
於
眼
根
一
 捨
二
二
辺
漏
一
 名
為
レ
檀
、
眼
根
不
下

為
二
二
辺
一
 所
上
レ
傷
名
為
レ
尸
、
眼

根
寂
滅
不
下

為
二
二
辺
一
 所
上
レ
動
名
為
二
羼
提
、一

眼
根
及
識
自
然
流
─二
入
薩
婆
若
海
一
 名
為
二
精
進
、一
観
二
眼
実
性
一
 名
為
二
上
定
、一

以
二
一
切
種
智
一
 照
二
眼
中
道
一
 名
為
二

智
慧
一。
是
為
二
眼
根
具
足
無
減
修
一。
無
減
故
了
了
分
明
見
二
眼
法
界
一。
乃
至
彼
意
根
於
二
諸
如
来
一
 常
、
具
足
無
減
修
、
了
了
分
明
知
。
於
二
一
一
根
、一
即
空
・
即
仮
・
即
中
。

三
観
一
心
名
二
無
減
修
一。
証
二
慧
眼
・
法
眼
・
仏
眼
一
 一
心
中
得
、
名
二
了
了
見
。一

皆
如
二
上
説
。一」
で
あ
る
。
ま
た
、『
法
華
玄
義
』
巻
六
上
（
大
正
三
三
・
七
五
〇
頁
中
下
）

「
鴦
掘
云
、
所
謂
彼
眼
根
、
於
二
諸
如
来
一
 常
具
足
無
二
減
修
。一
了
了
分
明
見
、
乃
至
耳
鼻
舌
身
意
。
皆
於
二
諸
如
来
一
 常
具
足
無
二
減
修
。一
了
了
分
明
聞
知
等
也
。
彼
者
於
レ
仏
為
レ
自
。

於
二
衆
生
一
 為
レ
彼
。
衆
生
謂
為
二
無
常
。一
於
二
如
来
一
 是
常
也
。
減
修
者
、
依
レ
禅
而
修
名
為
二
減
脩
一。
依
二
実
相
一
 修
名
二
無
減
修
一。
不
レ
見
二
仏
性
一
 名
二
不
了
了
見
一。
若
見
二
仏
性
一

名
二
了
了
見
一。
又
見
二
実
相
理
一
 名
二
了
了
。一

識
二
法
界
事
一
 名
二
分
明
一
 也
。」
に
も
見
ら
れ
る
。

（
４
）『
摩
訶
止
観
』
巻
五
上
（
大
正
四
六
・
四
九
頁
上
）「
又
一
種
禅
人
、
不
レ
達
二
他
根
性
一
 純
教
二
乳
薬
。一

体
心
・
踏
心
・
和
融
・
覚
覓
、
若
泯
、
若
了
。
斯
一
轍
之
意
。
障

難
万
途
、
紛
然
不
レ
識
。
纔
見
二
異
相
一
 即
判
二
是
道
。一
自
非
二
法
器
一
 復
闕
レ
匠
レ
他
。
盲
跛
師
徒
、
二
倶
堕
落
。
瞽
蹶
夜
遊
甚
可
二
憐
愍
。一」

（
５
）『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
六
（
大
正
八
・
二
五
六
頁
中
）「
荼
字
門
、
入
二
諸
法
辺
竟
処
一
 故
不
レ
終
不
レ
生
。
過
レ
荼
無
二
字
可
一レ
説
。
何
以
故
。
更
無
レ
字
故
、
諸
字
無
礙
無

名
亦
滅
。
不
レ
可
レ
説
、
不
レ
可
レ
示
、
不
レ
可
レ
見
、
不
レ
可
レ
書
。」
に
「
荼
字
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
あ
る
が
、
無
二
無
別
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。『
大
智
度
論
』
巻
四
八

（
大
正
二
五
・
四
〇
八
頁
中
）
の
「
是
字
初
阿
後
荼
、
中
有
二
四
十
。一
得
二
是
字
陀
羅
尼
。一」
の
記
述
の
方
が
本
文
に
近
い
。

（
６
）「
頓
見
頓
修
」
の
語
は
、『
大
般
涅
槃
経
玄
義
』
巻
下
（
大
正
三
八
・
一
一
頁
上
）「
法
華
玄
広
説
、
頓
漸
者
無
差
別
中
差
別
耳
。
頓
頓
者
差
別
中
無
差
別
耳
。
三
種
修
・
三
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種
見
明
宗
中
意
是
也
。
漸
頓
修
・
漸
頓
見
者
、
是
不
定
観
意
也
。」
に
『
法
華
玄
義
』
の
説
と
し
て
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
管
見
の
限
り
で
は
、『
法
華
玄
義
』
に
同
様
の

記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

《
維
蠲
決
答
》

【
原
文
】

問
、
又
釈
二
修
レ
中
位
一
文
云
、
始
自
二
初
品
一
終
至
二
初
住
一
一
生
可
レ
修
一
生
可
レ
証
。
不
レ
待
下
 位
登
二
七
地
一
爾
乃
修
習
上。
何
暇

歓
喜
始
入
二
双
流
一。
今
疑
。
若
始
自
二
初
品
一
終
至
二
初
住
位
一
一
生
修
証
者
、
誰
為
二
其
人
一
耶
。
若
龍
女
者
、
龍
女

是
応
二
前
世
種
修
一。
是
非
二
一
生
修
証
之
例
。一
何
者
此
是
戒
緩
乗
急
人
故
。
若
無
二
其
例
、一
此
義
何
成
。
又
起
信
論
云
、

  是
菩
薩
或
示
三
超
レ
地
速
成
二
正
覚
、一
以
レ
為
二
怯
弱
衆
生
一
故
。
或
説
下
我
於
二
無
量
阿
僧
祇
劫
一
当
レ
成
中
仏
道
上、
以
レ
為
二

懈
怠
衆
生
一
故
。
能
示
二
如
レ
是
無
数
方
便
一
不
可
思
議
。
而
実
菩
薩
種
性
根
等
、
発
心
則
等
、
所
レ
証
亦
等
、
無
レ
有
二
超

過
之
法
一。
以
三
一
切
菩
薩
皆
経
二
三
阿
僧
祇
劫
一
故
。
但
随
二
衆
生
世
界
不
レ
同
、
所
見
・
所
聞
・
根
・
欲
・
性
異
一

故
、
示
二
所
行
一
有
二
差
別
一。
已
上
文
也
。
若
爾
、
速
成
是
方
便
説
。
何
故
文
云
二
一
生
可
修
一
生
可
証
。一

答
、
決
定
三
阿
僧
祇
決
定
一
生
得
、
皆
対
レ
機
破
レ
病
言
耳
。
華
厳
九
世
・
十
世
在
二
一
念
中
。一
亦
何
長
短
・
遠
近
。
杜
順
是

文
殊
化
身
云
、一
念
照
入
二
於
多
劫
一。  一
一
念
・
劫
収
二
一
切
時
・
処
一。帝
網
現
重
重
一
切
智
通
無
二
礙
礙
。
一

華
厳
相
海
品
云
、

地
獄
天
子
聞
二
天
鼓
音
一
悉
登
二
十
地
。一
何
曽
要
待
二
三
祇
。一
若
不
レ
信
者
、
縦
過
二
三
祇
一
亦
恐
未
レ
証
。
一
性
往
望
誰
権
誰
実

上
人
。
能
問
那
知
不
レ
近
レ
仏
来
。
且
拠
二
今
身
一
言
二
一
生
一
耳
。

【
訓
読
】

問
う
、
又
た
中
を
修
す
る
位
を
釈
す
る
文

�
１
�

に
云
く
、
始
め
初
品
よ
り
終
に
初
住
に
至
る
ま
で
一
生
に
修
す
べ
く
一
生
に
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証
す
べ
し
。
位
は
七
地
に
登
り
、
爾
し
て
乃
ち
修
習
す
る
こ
と
待
た
ず
。
何
の
暇
あ
っ
て
歓
喜
に
始
め
て
双
流

�
２
�

に
入
ら

ん
と
。
今
疑
う
。
若
し
始
め
初
品
よ
り
終
に
初
住
位
に
至
る
ま
で
一
生
に
修
証
す
る
者
あ
ら
ば
、
誰
を
か
其
の
人
と
為

す
や
。
若
し
龍
女
な
ら
ば
、
龍
女
は
是
れ
応
に
前
世
の
種
を
修
す
べ
し
。
是
れ
一
生
修
証
の
例
に
非
ず
。
何
と
な
れ
ば

此
れ
是
の
戒
緩
乗
急
の
人
な
る
が
故
に
。
若
し
其
の
例
な
け
れ
ば
、
此
の
義
何
ぞ
成
ぜ
ん
や
。
又
た
起
信
論

�
３
�

に
云
く
、
是

の
菩
薩
、
或
い
は
地
を
超
え
て
速
や
か
に
正
覚
を
成
ず
と
示
す
は
、
怯
弱
の
衆
生
の
為
な
る
を
以
て
の
故
に
。
或
い
は

我
れ
無
量
の
阿
僧
祇
劫
に
於
い
て
当
に
仏
道
を
成
ず
べ
し
と
説
く
は
、
懈
怠
の
衆
生
の
為
な
る
を
以
て
の
故
に
。
能
く

是
く
の
如
き
の
無
数
の
方
便
を
示
す
こ
と
不
可
思
議
な
り
。
而
も
実
に
は
菩
薩
の
種
性
は
根
に
等
し
く
、
発
心
す
れ
ば

則
ち
等
し
く
、
証
す
る
所
も
亦
た
等
し
く
し
て
、
超
過
の
法
有
る
こ
と
無
し
。
一
切
の
菩
薩
は
皆
な
三
阿
僧
祇
劫
を
経

る
を
以
て
の
故
に
。
但
だ
衆
生
の
世
界
は
同
じ
か
ら
ず
、
所
見
と
所
聞
と
根
・
欲
・
性
と
異
な
る
に
随
う
が
故
に
、
所

行
を
示
す
に
差
別
有
り
と
。
已
上
文
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
速
や
か
に
成
ず
と
は
是
れ
方
便
の
説
な
り
。
何
が
故
に
文
に

一
生
可
修
一
生
可
証
と
云
う
や
。

答
う
、
決
定
の
三
阿
僧
祇
と
決
定
の
一
生
得
と
は
、
皆
な
機
に
対
し
て
病
を
破
す
と
言
う
の
み
。
華
厳
の
九
世
・
十
世
は
一

念
中
に
在
り
。
亦
た
何
ぞ
長
短
・
遠
近
あ
ら
ん
。
杜
順

�
４
�

は
是
れ
文
殊
の
化
身
に
し
て
云
く

�
５
�

、
一
念
に
照
ら
し
て
多
劫
に
入
る

�
６
�

。

一
一
の
念
・
劫
は
一
切
の
時
・
処
を
収
む
。
帝
網
現
る
こ
と
重
重
に
し
て
一
切
智
に
通
じ
て
礙
礙
な
し
と
。
華
厳
の
相
海
品

に
云
く
、
地
獄
の
天
子
は
天
鼓
音
を
聞
き
、
悉
く
十
地
に
登
る
と
。
何
ぞ
曽
ち
か
な
ら
ず
三
祇
を
待
つ
や
。
若
し
信
ぜ
ざ
れ

ば
、
た
と
え
三
祇
を
過
ぎ
る
も
亦
た
恐
れ
て
未
だ
証
せ
ず
。
一
性
の
往
き
て
望
む
る
に
、
誰
を
か
権
、
誰
を
か
実
の
上
人
、
能

く
問
う
に
那
ぞ
知
ら
ん
。
仏
は
近
か
ら
ず
も
来
た
る
。
且
く
今
の
身
に
拠
り
て
一
生
と
言
う
の
み
。

【
現
代
語
訳
】
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問
う
、
ま
た
（『
摩
訶
止
観
』
の
）
中
道
を
修
す
る
位
を
解
釈
す
る
文
に
は
、
最
初
の
五
品
弟
子
位
よ
り
後
の
初
住
位
に
至

る
ま
で
、
一
生
に
修
行
し
て
一
生
に
悟
る
べ
き
で
あ
る
。
行
位
は
七
地
に
登
る
も
、（
止
観
を
）
実
践
す
る
こ
と
は
待
た

な
い
。
ど
の
よ
う
な
暇
が
あ
っ
て
歓
喜
地
で
初
め
て
中
道
第
一
義
観
に
入
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
記
し
て
あ
る
。
今
疑

う
。
も
し
最
初
の
五
品
弟
子
位
よ
り
後
の
初
住
位
に
至
る
ま
で
、
一
生
に
修
行
し
て
悟
り
を
得
よ
う
と
す
る
者
が
い
る

な
ら
、
誰
を
そ
の
人
と
す
る
の
か
。
も
し
龍
女
で
あ
れ
ば
、
龍
女
は
ま
さ
に
前
世
の
仏
種
を
修
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
一
生
に
修
行
し
て
悟
る
例
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
は
戒
を
固
く
守
れ
ず
、
智
慧
を
欠
い
て
い
る
人
だ
か

ら
で
あ
る
。
も
し
こ
の
よ
う
な
例
が
な
い
な
ら
、
こ
の
意
味
は
成
り
立
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
『
大
乗
起
信
論
』
に

言
う
に
は
、
こ
の
菩
薩
が
、
地
を
超
え
て
速
や
か
に
正
覚
を
得
る
こ
と
を
示
す
の
は
、
意
志
の
弱
い
衆
生
の
為
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
限
り
な
く
長
い
時
間
に
お
い
て
ま
さ
に
仏
道
を
完
成
す
べ
き
で
あ
る
と
説
く
の
は
、
怠
惰
で
慢
心
の
衆
生

の
為
で
あ
る
。
よ
く
こ
の
よ
う
な
無
数
の
方
便
を
示
す
こ
と
は
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
も
決
ま
っ
て
い
る

菩
薩
の
資
質
は
、
能
力
は
等
し
く
、
発
心
も
ま
た
等
し
く
、
悟
り
も
ま
た
等
し
く
て
、（
十
地
を
）
超
過
す
る
法
は
な
い
。

全
て
の
菩
薩
は
仏
に
な
る
た
め
に
き
わ
め
て
長
い
時
間
を
全
て
経
て
修
行
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
衆
生
の
世
界
は
同

じ
で
は
な
く
、
見
る
こ
と
、
聞
く
こ
と
、
能
力
・
意
欲
・
性
格
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
随
っ
て
い
る
の
で
、
対

応
す
る
修
行
に
違
い
が
あ
る
と
。
已
上
が
文
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
得
る
と
は
こ
れ
は
方
便
の
説

で
あ
る
。
な
ぜ
一
生
に
修
行
し
て
、
一
生
に
悟
る
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

答
え
る
。
必
ず
決
ま
っ
て
い
る
三
阿
僧
祇
を
経
る
こ
と
と
、
必
ず
決
ま
っ
て
い
る
一
生
に
得
る
と
は
、
み
な
機
根
に
対
し
て

病
を
破
る
と
言
う
ば
か
り
で
あ
る
。『
華
厳
経
』
の
九
世
や
十
世
は
一
念
中
に
あ
る
。
ま
た
、
ど
う
し
て
長
短
や
遠
近
が
あ
る

だ
ろ
う
か
。
杜
順
が
文
殊
の
化
身
と
し
て
言
う
に
は
、
一
瞬
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
多
く
の
長
い
時
間
に
入
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
一
瞬
と
長
い
時
間
に
は
、
全
て
の
時
と
場
所
を
収
め
る
。
帝
釈
天
宮
に
あ
る
宝
網
は
重
重
に
張
り
巡
ら
さ
れ
、
全
て
の
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智
に
通
じ
て
い
て
妨
げ
は
な
い
と
。『
華
厳
経
』
如
来
相
海
品
に
言
う
に
は
、
地
獄
の
天
子
は
天
鼓
音
を
聞
き
、
こ
と
ご
と
く

十
地
に
登
る
と
。
ど
う
し
て
必
ず
三
阿
僧
祇
劫
を
待
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
信
じ
な
け
れ
ば
、
た
と
え
三
阿
僧
祇
劫
を
過

ぎ
て
も
、
ま
た
恐
れ
て
未
だ
に
悟
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
つ
の
資
質
の
者
が
向
か
っ
て
望
も
う
と
も
、
誰
が
仮
の
姿
で
、
誰

が
真
実
の
上
人
で
あ
る
の
か
、
問
い
を
持
っ
て
も
ど
う
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
仏
は
近
く
で
は
な
い
が
（
必
ず
）
来

る
。
し
ば
ら
く
今
の
身
体
に
つ
い
て
一
生
と
言
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。　

（
寺
本
亮
晋
）

（
１
）
広
修
決
答
の
註
１
参
照
。

（
２
）
従
仮
入
空
観
と
従
空
入
仮
観
を
合
わ
せ
て
中
道
第
一
義
観
に
入
る
こ
と
。

（
３
）
広
修
決
答
の
註
２
参
照
。

（
４
）
円
珍
は
杜
順
の
「
法
界
観
」
と
し
て
、『
授
決
集
』
巻
下
に
「
杜
順
和
上
法
界
観
云
、
情
与
二
非
情
一
 共
一
体
云
云
」
と
偈
文
の
一
部
を
挙
げ
て
い
る
。

（
５
）『
宗
鏡
録
』（
大
正
四
八
・
四
三
五
頁
中
下
）「
如
二
漩
洑
頌
云
一、
若
人
欲
レ
識
二
真
空
理
、一
身
内
真
如
還
遍
レ
外
。
情
与
二
非
情
一
 共
一
体
。
処
処
皆
同
二
真
法
界
一。
不
レ
離
レ
幻

色
即
見
レ
空
。
此
即
真
如
含
二
一
切
一。
一
念
照
─二
入
於
多
劫
一。
一
一
念
劫
収
二
一
切
一。
於
二
一
境
内
一
 一
切
智
。
於
二
一
智
中
一
 諸
境
界
。
只
用
二
一
念
一
 観
二
諸
境
一。
一
切
諸
境

同
レ
時
会
。
時
処
帝
網
現
二
重
重
一。
一
切
智
通
無
二
罣
礙
一。」

（
６
）『
華
厳
経
』
巻
四
八
（
大
正
一
〇
・
二
五
五
頁
下
～
二
五
六
頁
上
）「
阿
鼻
地
獄
、
極
苦
衆
生
、
遇
二
斯
光
一
 者
、
皆
悉
命
終
。
生
二
兜
率
天
一。
既
生
レ
天
已
、
聞
二
天
鼓
音
、一
而

告
レ
之
言
、
善
哉
善
哉
、
諸
天
子
、
毘
盧
遮
那
菩
薩
、
入
二
離
垢
三
昧
一。
汝
当
二
敬
礼
。一。
爾
時
諸
天
子
、
聞
二
天
鼓
音
、一
如
レ
是
勧
誨
。
咸
生
二
是
念
。一
…
…
」
辺
り
か
ら
の
引

用
か
。
た
だ
し
、
本
文
中
で
は
「
如
来
十
身
相
海
品
第
三
十
四
」
か
ら
の
引
用
と
し
て
い
る
が
、「
如
来
随
好
光
明
功
徳
品
第
三
十
五
」
に
見
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
。

第
三
十
問
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こ
の
問
答
は
『
摩
訶
止
観
』
観
病
患
境
に
説
か
れ
る
内
容
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
。
証
真
が
『
摩
訶
止
観
』
を
注
釈
し

た
『
止
観
私
記
』（
仏
全
二
二
・
五
二
四
頁
中
）
で
は
、
広
修
決
答
を
は
じ
め
『
小
止
観
』
や
外
典
ま
で
も
引
用
す
る
こ
と
で
理

解
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

《
広
修
決
答
》

【
原
文
】

第
三
十
疑
問
。
止
観
中
用
レ
気
治
レ
病
文
、
謂
二
吹
呼
嚂
哥
嘘E

。一
皆
於
二
脣
吻
一
吐
納
転
二
側
牙
舌
一、
徐
運
レ
心
帯
レ
想
作

レ
気
者
、
疑
云
。
此
等
六
気
、
一
一
作
レ
気
、
其
如
何
等
。

答
、
如
レ
文
。
○
吹
去
レ
冷
、
鼻
徐
内
レ
温
。
並
是
一
一
作
、
乃
至E

去
二
労
乏
一
鼻
内
二
和
補
。一
皆
出
二
於
口
門
一
吹
者
、
其
相

如
二
吹
レ
火
法
。一
是
鼻
中
徐
徐
納
二
其
冷
気
、一
内
二
於
腹
中
一
帯
レ
想
者
、
帯
二
涼
冷
之
想
。一
想
二
其
涼
冷
之
気
一、
従
二
鼻
湍
一

入
至
二
臍
輪
一
繞
二
香
輪
、一
又
還
レ
到
レ
鼻
帯
二
其
涼
冷
之
想
。一
想
二
其
気
出
入
所
一レ
到
一
畢
已
。
又
更
作
二
重
吹
一
重
納
。
取
二
鉢

中
綃
一
了
覚
以
レ
嘘
涼
也
。
是
以
二
一
法
一
也
。
呼
気
者
依
レ
名
作
二
気
呼
。一
虎
胡
反
。
呼
法
如
レ
此
。
此
経
挙
二
出
尽
後
還
出
。一
鼻

中
徐
徐
納
。
同
得
二
体
涼
、一
此
両
気
共
治
レ
乏
用
、
鼻
内
二
和
補
。一
嚂
気
亦
如
二
呼
気
法
。一
尽
レ
気
任
レ
去
、
依
二
嚂
名
。一
依
レ
気

治
法
如
レ
文
。
哥
嘘
訶
各
依
レ
名
呼
レ
召
、
之
即
是
也
。
但
依
レ
虚
言
二
呼
喚
。一
依
レ
字
呼
レ
之
即
是
只
為
二
彼
方
言
不
同
、一
故
未

レ
語
耳
。
又
疑
云
、
各
各
作
レ
気
其
如
何
者
、
若
労
乏
即
用
二
吹
呼
気
一
治
レ
病
、
及
除
レ
風
用
二
嚂
気
一
治
。一
依
レ
文
用
レ
気
。
次

一
一
和
補
。
但
覚
二
稍
稍
有
一レ
効
、
可
二
即
帯
レ
想
除
レ
之
補
一レ
之
是
也
。
又
息
有
二
四
伴
一
如
レ
文
。
細
レ
心
推
レ
之
即
是
無
二
別
法
一
也
。

又
則
則
則
労
則
定
言
、
上
三
不
二
是
息
、一
守
レ
之
則
散
則
結
。
即
労
守
レ
息
則
定
。
今
応
下
去
二
上
三
伴
一
守
中
第
四
息
上。
大
師
果

果
之
命
人
、
識
知
如
レ
文
可
レ
解
、
請
細
詳
レ
之
。
即
是
又
出
入
有
レ
尽
有
レ
不
レ
尽
者
、
文
具
細
二
委
之
。一
非
二
言
示
、一
面
対
方

決
。
又
云
、
別
運
二
十
二
息
一
者
、
帯
二
仮
想
心
。一
若
有
二
上
来
六
種
疾
病
、一
此
吐
納
。
以
三
吐
六
并
二
納
六
一
共
十
二
息
。
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以
レ
共
治
レ
之
。
帯
二
仮
想
一
者
、
如
下
冷
須
レ
帯
二
暖
想
一
若
熱
須
レ
帯
中
冷
想
。上
想
二
此
冷
熱
息
一
到
二
其
病
処
、一
此
謂
二
仮
想
一
也
。

故
名
二
依
レ
息
帯
レ
想
即
能
治
一レ
病
也
。
然
此
六
気
四
伴
十
二
息
想
、
如
レ
文
已
細
作
レ
了
。
若
得
レ
之
見
レ
文
合
レ
得
。
雖
レ
然
甚

難
至
難
、
此
須
二
面
対
口
決
。一
文
字
中
伝
示
難
レ
会
也
、
知
レ
之
。

【
訓
読
】

第
三
十
の
疑
問
。
止
観
の
中
に
気
を
用
い
て
病
を
治
す
の
文

�
１
�

に
、
吹
・
呼
・
嚂

�
２
�

・
哥

�
３
�

・
嘘
・E

�
　

と
�
４
�

謂
う
。
皆
な
脣
吻
に

�
�
�
�
�
５
�

於
て
吐
納�

６
�し

牙
舌

�
　
�
�

を
転
側

�
�
�
�

し
、
徐
ろ

�
�
�
　

に
心
を
運
び
想
を
帯
び
気
を
作
す
と
は
、
疑
い
て
云
く
。
此
れ
等
の
六
の
気
、
一

一
に
気
を
作
す
や
。
其
れ
如
何
等
。

答
う
る
に
、
文

�
７
�

の
如
し
。
○

�
８
�

に
吹
し
て
冷
を
去
り
、
鼻
徐
ろ
に
温
を
内�

　

る
と
。
並
び
に
是
の
一
一
に
作
り
、
乃
至E

は
労
乏

�
�
�
�

を
去
り
て
鼻
に
和
補

�
　
�
　

を
内
る
と
。
皆
な

�
９
�

口
門
よ
り
出
で
て
吹
か
ば
、
其
の
相
は
火
を
吹
く
法
の
如
く
せ
よ
と
。
是
の
鼻
中
に

徐
徐
に
其
の
冷
気
を
納
れ
、
腹
中
に
内�

　

れ
て
想
を
帯
せ
ば
、
涼
冷
の
想
を
帯
す
。
其
の
涼
冷
の
気
を
想
い
、
鼻
湍

�
　
�
�

従

AC
B

り
入
り

て
臍
輪

�
�
�
�

に

AD
B

至
れ
ば
香
輪

�
�
�
�

を

AE
B

繞
り
、
又
た
鼻
に
到
る
ま
で
還
り
て
其
の
涼
冷
の
想
を
帯
す
。
其
の
気
の
出
入
の
到
る
所
を
想
え

ば
一
た
び
畢
る
の
み
。
又
た
更
に
重
ね
て
吹
を
作
し
、
重
ね
て
納
む
。
鉢
中
の
綃�

�
�

を AF
B

取
り
て
了
覚
す
る
ま
で
、
嘘
を
以
て
涼

と
す
る
な
り
。
是
れ
一
法
を
以
て
な
り
。
呼
気
は
名
に
依
り
て
気
呼
と
作
す
と
。
綃
は
胡
の
反
。
呼
法
は
此
の
如
し
。
此
れ
経

に
、
出
尽
し
て
後
に
還
り
て
出
づ
る
を
挙
ぐ
。
鼻
中
に
徐
徐
に
納
む
。
同
じ
く
体
の
涼
を
得
て
、
此
の
両
気
は
共
に
乏
を
治

す
る
に
用
い
、
鼻
に
和
補

�
　
�
　

を
内
る
。
嚂
気
、
亦
た
呼
気
の
法
の
如
し
。
気
を
尽
し
て
去
を
任
す
に
、
嚂
の
名
に
依
る
。
気
に

依
る
の
治
法
は
文
の
如
し
。
哥

AG
B

・
嘘
・
訶
、
各
の
名
に
依
り
て
召
と
呼
ぶ
、
之
れ
は
即
ち
是
れ
な
り
。
但
だ
虚
に
依
る
は
呼

喚
と
言
う
。
字
に
依
り
て
之
れ
を
呼
ぶ
は
、
即
ち
是
れ
只
だ
彼
の
方
言
の
不
同
の
為
な
り
、
故
に
未
だ
語
ら
ざ
る
の
み
。
又

た
疑
い
て
云
く
、
各
各
の
気
を
作
す
と
は
其
れ
如
何
と
は
、
若
し
労
乏
に
は
即
ち
吹
呼
の
気
を
用
い
て
病
を
治
し
、
及
び
風
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を
除
く
に
嚂
気
を
用
い
て
治
す
。
一
一
、
文
に
依
り
て
気
を
用
う
。
次
に
一
一
に
和
補
す
。
但
だ
稍
稍
に
効
有
り
と
覚
う
る

に
、
即
ち
想
を
帯
び
て
之
れ
を
除
き
之
れ
を
補
う
可
き
は
是
れ
な
り
。
又
た
息
に
四
伴
有
る
こ
と
文
の
如

AH
B

し
。
心
を
細
う
し

て
之
れ
を
推
す
に
、
即
ち
是
れ
別
法
無
き
な
り
。
又
た
則
則

AI
B

・
則
労
・
則
定
と
言
う
、
上
の
三
は
是
れ
息
な
ら
ず
、
之
れ
を

守
れ
ば
則
散
・
則
結
な
り
。
即
労
は
息
を
守
る
、
則
定
な
り
。
今
、
応
に
上
の
三
伴
を
去
り
て
第
四
の
息
を
守
る
べ
し
。
大

師
は
果
果
の
命
人
な
り
、
識
知
す
る
こ
と
文
の
如
く
解
す
べ
く
も
、
請
細
な
る
こ
と
之
れ
詳
び
ら
か
な
り
。
即
ち
是
れ
又
た

出
入
に
尽
有
り
尽
き
ざ
る
有
ら
ば
、
文
は
具
さ
に
之
れ
の
細
委
な
り
。
言
を
も
っ
て
示
す
に
非
ず
、
面
対
し
て
方
に
決
せ
よ
。

又
た
云

AJ
B

く
、
別
に
十
二
息
を
運
ぶ
と
は
、
仮
想
の
心
を
帯
す
。
若
し
上
来
六
種
の
疾
病
有
ら
ば
、
此
れ
吐
納
な
り
。
吐
の
六

に
納
の
六
を
并
ぶ
る
を
以
て
、
共
の
十
二
息
な
り
。
共
を
以
て
之
れ
を
治
す
。
仮
想
を
帯
す
と
は
、
冷
に
は
須
く
暖
想
を
帯

ぶ
る
べ
く
、
若
し
熱
に
は
須
く
冷
想
を
帯
ぶ
る
べ
き
が
如
し
。
此
の
冷
熱
の
息
を
想
え
ば
其
の
病
処
に
到
る
、
此
れ
を
仮
想

と
謂
う
な
り
。
故
に
息
に
依
り
て
想
を
帯
ぶ
る
を
即
ち
能
く
病
を
治
す
と
名
づ
く
る
な
り
。
然
る
に
此
の
六
気
・
四
伴
・
十

二
息
の
想
、
文
の
如
く
已
に
細
し
く
了
を
作
せ
。
若
し
之
れ
を
得
て
文
を
見
れ
ば
得
に
合
す
。
然
り
と
雖
も
甚
難
至
難
な
り
、

此
れ
須
く
面
対
し
て
口
決
す
べ
し
。
文
字
の
中
に
伝
示
す
る
も
会
し
難
き
な
り
、
之
れ
を
知
れ
。

【
現
代
語
訳
】

第
三
十
の
疑
問
。『
摩
訶
止
観
』
観
病
患
境
の
「
気
を
用
い
て
病
を
治
す
」
の
一
文
に
、「（
六
気
は
）
吹
・
呼
・
嚂
（D

）・

哥
（
呵
）・
嘘
・E

と
い
う
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
く
ち
さ
き
に
お
い
て
呼
吸
し
、
歯
や
舌
を
め
ぐ
り
、
ゆ
っ
く
り
と
た
い

ら
か
に
心
を
運
び
、
想
を
帯
び
て
（
六
）
気
を
作
る
」
と
あ
る
の
は
、
質
問
し
て
言
う
に
は
、
こ
れ
ら
の
六
つ
の
気
は
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
そ
れ
ぞ
れ
で
気
を
作
す
の
か
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
の
か
。

答
え
る
に
、『
摩
訶
止
観
』
の
と
お
り
で
あ
る
。「
口
で
〝
吹
〟
を
行
っ
て
冷
気
を
除
き
、
鼻
よ
り
ゆ
っ
く
り
暖
気
を
入
れ
る
」
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な
ど
、
六
気
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
（『
摩
訶
止
観
』
で
）
説
か
れ
る
よ
う
に
「〝E

〟
に
よ
っ
て
疲
れ
や
消
耗
を
除
き
、
鼻
に
や

わ
ら
か
な
補
い
の
気
を
入
れ
る
」
に
至
る
ま
で
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
口
で
吹
く
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
息
で
火
を
吹

き
消
す
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
説
か
れ
る
よ
う
に
、
鼻
の
中
に
ゆ
っ
く
り
と
冷
気
を
納
め
、
そ
れ
を
お
腹
の
中

に
入
れ
て
想
を
帯
す
と
、
涼
や
か
な
想
を
帯
す
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
涼
や
か
な
気
に
つ
い
て
想
い
、（
そ
れ
が
）
鼻
の
先

か
ら
へ
そ
の
緒
の
先
に
至
れ
ば
、
貴
族
の
馬
車
の
よ
う
に
め
ぐ
っ
て
ま
た
鼻
先
に
ぐ
る
っ
と
戻
る
ま
で
そ
の
涼
や
か
な
想
は

帯
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
気
が
出
入
り
し
て
至
る
所
を
想
う
と
こ
ろ
で
（〝
吹
〟
が
）
ひ
と
め
ぐ
り
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
ま
た
さ
ら
に
重
ね
て
〝
吹
〟
を
行
う
こ
と
で
、
重
ね
て
胎
内
に
（
涼
や
か
な
気
が
）
納
め
ら
れ
る
。（
こ
の
よ
う
で
あ
る
こ

と
を
）
体
中
に
張
り
付
い
た
う
す
ぎ
ぬ
を
取
り
去
る
よ
う
に
理
解
す
る
ま
で
は
、〝
嘘
〟
に
よ
っ
て
凉
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
ひ
と
つ
の
や
り
方
で
あ
る
。
呼
気
は
呼
び
方
に
よ
っ
て
「
気
呼
」
と
も
す
る
の
で
あ
る
。
呼
の
方
法
は
こ
の
よ
う
で
あ

る
。
こ
れ
は
経
文
に
も
出
尽
く
し
た
後
に
め
ぐ
っ
て
さ
ら
に
出
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。（
そ
こ
で
）
鼻
の
中
に
徐
々
に

納
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。同
じ
く
体
が
涼
や
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、こ
れ
ら
の
気
は
い
ず
れ
も
疲
れ
を
治
す
の
に
用
い
ら
れ
、

鼻
に
や
す
ら
か
に
と
け
る
気
を
入
れ
る
の
で
あ
る
。〝
嚂
（D

）〟
の
気
は
、
ま
た
呼
気
の
方
法
の
よ
う
で
あ
る
。
呼
気
に
よ
っ

て
除
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
〝
嚂
（D

）〟
の
名
に
依
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
呼
気
に
よ
っ
て
治
す
法
は
『
摩
訶
止
観
』
の

と
お
り
で
あ
る
。〝
哥
（
呵
）・
嘘
・
訶
（E

）〟
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
に
よ
っ
て
「
召
」
と
呼
ぶ
の
も
、『
摩
訶
止

観
』
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
表
面
的
に
示
す
な
ら
ば
「
呼
喚
」
と
言
う
。（
こ
の
よ
う
に
）
文
字
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

名
称
と
な
る
の
は
、
言
い
方
が
い
ろ
い
ろ
で
あ
っ
て
一
定
で
は
な
い
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
い
ま
だ
に
説
明
し
て
い
な

い
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
疑
問
の
こ
と
ば
に
「
こ
れ
ら
の
六
つ
の
気
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
そ
れ
ぞ
れ
で
気
を
作
す
の
は
ど
の
よ

う
で
あ
る
の
か
」
と
は
、
も
し
疲
れ
果
て
て
い
た
場
合
に
は
〝
吹
・
呼
〟
の
気
に
よ
っ
て
病
を
治
し
、
ま
た
風
の
動
き
を
除

く
の
に
は
〝
嚂
（D

）〟
の
気
に
よ
っ
て
治
す
の
で
あ
る
。（
こ
の
よ
う
に
）
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
、
出
典
で
あ
る
『
摩
訶
止
観
』
に
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よ
っ
て
気
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
次
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
や
わ
ら
か
に
補
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
次
第
に
効
果

が
あ
る
と
わ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
で
想
を
帯
び
る
の
で
、
想
を
除
い
た
り
補
っ
た
り
す
る
の
は
こ
う
い
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
息
に
四
種
類
が
あ
る
こ
と
は
『
摩
訶
止
観
』
の
と
お
り
で
あ
る
。
神
経
を
使
っ
て
こ
の
こ
と
を
考
え
て
み
て
も
、
他

に
考
え
ら
れ
る
息
は
な
い
。
ま
た
「
則
散
・
則
結
・
則
労
・
則
定
」
と
言
う
が
、
上
の
三
種
類
は
息
で
は
な
く
、
そ
れ
を
守

れ
ば
則
散
と
な
り
、
ま
た
則
結
と
な
る
の
で
あ
る
。
則
労
は
息
を
大
切
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
則
定
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
ま
さ
に
上
の
三
種
類
を
離
れ
て
四
番
目
の
息
を
大
切
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。（『
摩
訶
止
観
』
を
説
か
れ
た
）
天
台
大

師
は
（
因
果
の
終
い
で
あ
る
）
果
果
を
重
視
さ
れ
た
方
で
あ
る
。
そ
の
ご
理
解
は
文
章
に
示
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
っ
た
が
、
微

に
入
り
細
に
入
る
ほ
ど
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
息
の
出
入
に
尽
き
た
り
尽
き
な
か
っ
た
り
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は

す
べ
て
こ
れ
ら
の
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
章
で
示
す
も
の
で
は
な
く
、
面
授
に
よ
っ
て
理
解
す

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
（『
摩
訶
止
観
』
に
）「
別
に
十
二
息
を
運
ぶ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
仮
想
の
心
を
帯
び
た
も
の
で
あ

る
。
も
し
こ
こ
ま
で
に
述
べ
た
六
種
類
の
病
気
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
「
吐
」
と
「
納
」
と
な
る
。「
吐
」
の
六
種
と
「
納
」

の
六
種
を
並
べ
た
こ
と
で
、
共
の
十
二
息
と
な
る
の
で
あ
る
。
共
に
よ
っ
て
病
を
治
す
の
で
あ
る
。
仮
想
を
帯
び
る
と
は
、
冷

気
に
は
す
べ
て
暖
想
を
帯
び
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
、
も
し
熱
気
に
は
す
べ
て
冷
想
を
帯
び
る
べ
き
と
い
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
冷
気
や
熱
気
の
息
を
考
え
る
と
そ
の
病
源
に
至
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
仮
想
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

息
に
よ
っ
て
想
を
帯
び
る
こ
と
を
、
病
を
治
す
こ
と
で
あ
る
と
名
付
け
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
れ
ら
の
六
気
・
四
伴
・

十
二
息
の
想
は
、『
摩
訶
止
観
』
に
従
っ
て
詳
細
に
理
解
を
し
な
さ
い
。
こ
う
し
た
こ
と
に
得
心
し
て
『
摩
訶
止
観
』
を
読
む

と
合
点
が
ゆ
く
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
極
め
て
難
し
い
内
容
で
あ
る
の
で
、
す
べ
て
直
接
会
っ
て
説
明
し
よ
う
。
文
字

の
中
で
伝
え
示
そ
う
に
も
理
解
し
づ
ら
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
わ
か
っ
て
お
き
な
さ
い
。

（
宮
部
亮
侑
）
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    （
１
）『
摩
訶
止
観
』
巻
八
上
（
観
病
患
境
）
に
「
二
用
レ
気
治
者
、
謂
吹
呼D

呵
嘘E

。
皆
於
二
脣
吻
一
吐
納
、
転
二
側
牙
舌
、一
徐
詳
運
レ
心
帯
レ
想
作
レ
気
。」（
大
正
四
六
・
一
〇
八

頁
中
）
と
あ
る
。

（
２
）
む
さ
ぼ
る
。
た
し
な
む
。
甚
だ
し
く
好
む
。
な
お
出
典
で
あ
る
『
摩
訶
止
観
』
で
は
「D

」
と
作
る
。

（
３
）
出
典
で
あ
る
『
摩
訶
止
観
』
で
は
「
呵
」
と
作
る
。
前
註
１
参
照
。

（
４
）『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
「
義
未
詳
」
と
し
、『
字
彙
補
』
を
引
用
し
て
反
切
を
示
し
、『
摩
訶
止
観
』
に
出
る
語
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
５
）
く
ち
さ
き
。

（
６
）
呼
吸
の
こ
と
。

（
７
）『
摩
訶
止
観
』
巻
八
上
（
観
病
患
境
）
に
「
又
口
吹
去
レ
冷
鼻
徐
内
レ
温
。【
安
詳
而
入
勿
レ
令
二
衝
突
。一
於
二
一
上
坐
、一
七
過
為
レ
之
。
然
後
安
レ
心
、
安
レ
心
少
時
更
復
用
レ
気
。

此
是
用
レ
治
意
。
若
平
常
吐
レ
穢
一
両
即
足
、
口
呼
去
レ
熱
、
鼻
内
二
清
涼
、一
口D

去
レ
痛
除
レ
風
、
鼻
内
二
安
和
。一
口
呵
去
レ
煩
。
下
レ
気
散
レ
痰
者
、
想
二
胸
痰
、
上
分
随
レ
口

出
、
下
分
随
レ
息
溜
、一
故
不
レ
須
二
鼻
中
補
一
也
。
嘘
去
二
満
脹
一
鼻
内
二
安
鎖
。一】E

去
二
労
之
一
鼻
内
二
和
補
。一」（
大
正
四
六
・
一
〇
八
頁
下
、【
　
】
内
は
中
略
さ
れ
た
箇
所
）

と
あ
る
。

（
８
）
出
典
で
あ
る
『
摩
訶
止
観
』
に
従
う
と
恐
ら
く
は
「
口
」
の
誤
り
。
前
註
７
参
照
。

（
９
）
前
註
１
に
前
後
す
る
箇
所
で
あ
る
。『
摩
訶
止
観
』
に
「
皆
於
二
脣
吻
一
吐
納
転
二
側
牙
舌
、一
徐
詳
運
レ
心
帯
レ
想
作
レ
気
。
若
冷
用
レ
吹
如
二
吹
レ
火
法
。一」（
同
・
一
〇
八
頁
中

下
）
と
あ
る
。

（
10
）
湍
は
「
急
流
・
激
し
く
流
れ
る
」
の
意
で
あ
る
た
め
、
鼻
湍
と
い
う
二
字
漢
語
と
考
え
る
と
意
味
が
通
ら
な
い
。
あ
る
い
は
「
鼻
端
」
の
誤
字
か
。

（
11
）
へ
そ
の
緒
が
胎
児
に
付
着
し
た
部
分
の
こ
と
。

（
12
）
立
派
な
馬
車
。
貴
族
の
馬
車
。

（
13
）
き
い
と
。
き
ぎ
ぬ
。
あ
や
ぎ
ぬ
。
う
す
ぎ
ぬ
。

（
14
）
出
典
で
あ
る
『
摩
訶
止
観
』
で
は
「
呵
」
と
作
る
。
前
註
１
参
照
。

（
15
）『
摩
訶
止
観
』
巻
八
上
（
観
病
患
境
）
に
「
先
須
レ
識
三
息
有
二
四
伴
。一
有
レ
声
曰
レ
風
、
守
レ
之
則
散
。
結
滞
曰
レ
気
、
守
レ
之
則
結
。
出
入
不
レ
尽
曰
レ
喘
、
守
レ
之
則
労
。

不
レ
声
不
レ
滞
出
入
倶
尽
曰
レ
息
、
守
レ
之
則
定
。」（
同
・
一
〇
八
頁
下
）
と
あ
る
。

（
16
）
出
典
で
あ
る
『
摩
訶
止
観
』
に
従
う
と
恐
ら
く
は
「
則
散
・
則
結
」
の
誤
り
。

（
17
）『
摩
訶
止
観
』
巻
八
上
（
観
病
患
境
）
に
「
次
別
運
二
十
二
息
一
者
、
謂
上
下
焦
満
増
長
滅
壊
冷
煖
衝
持
和
補
。
此
十
二
息
帯
二
仮
想
心
。一
所
以
者
何
。
若
初
念
入
レ
胎
即
有
二
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報
息
。
随
二
母
気
息
一
児
漸
長
大
、
風
路
滑
成
二
児
息
、一
出
入
不
二
復
随
一レ
母
、
生
在
二
異
処
一
各
各
有
レ
息
名
二
報
息
。一
依
息
者
依
レ
心
而
起
。
如
二
瞋
欲
時
一
気
息
隆
盛
、
此

名
二
依
息
。一
前
六
気
就
二
報
息
一
帯
レ
想
、
今
十
二
息
就
二
依
息
一
帯
レ
想
、
故
不
レ
同
レ
前
也
。」（
同
・
一
〇
九
頁
上
）
と
あ
る
。

《
維
蠲
決
答
》

【
原
文
】

問
。
気
治
文
云
。
用
レ
気
治
者
、
謂
吹
呼D

呵
嘘E

。
皆
於
二
脣
吻
一
吐
納
、
転
二
側
牙
舌
、一
徐
詳
運
レ
心
帯
レ
想
作
レ
気
。

今
疑
、
此
等
六
気
一
一
作
レ
気
其
如
何
等
。
又
云
。
口
吹
去
レ
冷
鼻
徐
内
レ
温
。
口D

去
レ
痛
除
レ
風
鼻
内
二
和
安
一。
嘘
去
二

満
脹
一
鼻
内
二
安
銷
一。E
去
二
労
乏
一
鼻
内
二
和
補
一。
已
上
文
也
。
言
二
内
温
和
安
安
銷
和
補
一
者
、
各
各
作
レ
気
其
如
何
也
。
又

云
。
息
有
二
四
伴
一。
有
レ
声
曰
レ
風
、
守
レ
之
則
散
。
結
滞
曰
レ
気
、
守
レ
之
則
結
。
出
入
不
レ
尽
曰
レ
喘
、
守
レ
之
則
労
。
不

レ
声
不
レ
滞
出
入
倶
尽
曰
レ
息
、
守
レ
之
則
定
。
已
上
文
也
。
今
疑
。
守
レ
之
則
散
則
結
則
労
則
定
者
、
其
相
如
何
。
又
出
入

不
レ
尽
出
入
倶
尽
者
、
其
相
如
何
。
又
云
。
次
別
運
二
十
二
息
一
者
、
謂
上
下
焦
満
増
長
滅
壊
冷
煖
衝
持
和
補
。
此
十
二

息
帯
二
仮
想
心
一。
所
以
者
何
。
若
初
念
入
レ
胎
即
有
二
報
息
。
随
二
母
気
息
一
児
漸
長
大
、
風
路
滑
成
二
児
息
、一
出
入
不
二
復

随
一レ
母
、
生
在
二
異
処
一
各
各
有
レ
息
名
二
報
息
一。
依
息
者
依
レ
心
而
起
。
如
二
瞋
欲
時
一
気
息
隆
盛
、
此
名
二
依
息
一。
前
六

気
就
二
報
息
一
帯
レ
想
、
今
十
二
息
就
二
依
息
一
帯
レ
想
、
故
不
レ
同
レ
前
也
。
已
上
文
也
。
今
問
。
何
謂
二
上
息
乃
至
補
息
一
耶
。

又
前
六
気
就
二
報
息
一
帯
レ
想
、
今
十
二
息
就
二
依
息
一
帯
レ
想
者
、
帯
二
何
想
一
耶
。

答
。
呵
等
六
字
、
但
依
レ
唐
喚
。
牙
舌
自
相
当
。
彼
国
字
同
喚
別
、
故
未
レ
悟
耳
。
依
報
息
、
任
運
父
母
生
身
息
也
。
想
レ
息

運
レ
想
作
也
。
令
想
煖
補
熱
想
、
冷
補
但
学
者
多
用
者
少
。
大
師
十
法
観
、
具
如
二
止
観
損
益
文
処
説
。一  并
口
決
一
巻
附
。
往

当
二
自
審
詳
一。
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承
和
十
年
五
月
七
日
従
二
内
裏
一
賜
二
左
小
将
藤
原
良
相
大
夫
一
副
レ
状
送
二
山
家
。一

【
訓
読
】

問
う
。
気
も
て
治
す
る
の
文

�
１
�

に
云
く
。
気
を
用
い
て
治
す
と
は
、
謂
く
吹
・
呼
・D

・
呵
・
嘘
・E

な
り
。
皆
な
脣
吻

に
於
て
吐
納
し
、
牙
舌
を
転
側
し
、
徐
ろ
に
詳
し
く
心
を
運
び
想
を
帯
し
気
を
作
す
と
。
今
疑
う
、
此
等
の
六
気
の
一

一
に
気
を
作
す
は
其
れ
如
何
等
。
又
た
云

�
２
�

く
。
口
に
吹
し
て
冷
を
去
り
、
鼻
徐
ろ
に
温
を
内�

　
る
。
口
にD

し
て
痛
を
去

り
風
を
除
き
、
鼻
に
和
安
を
内
る
。
嘘
し
て
満
脹
を
去
り
、
鼻
に
安
銷
を
内
る
。E

し
て
労
乏
を
去
り
、
鼻
に
和
補
を

内
る
と
。
已
上
文
な
り
。
内
温
・
和
安
・
安
銷
・
和
補
と
言
う
は
、
各
の
各
の
気
を
作
す
は
其
れ
如
何
ぞ
や
。
又
た

�
３
�

云
く
。

息
に
四
伴
有
り
。
声
有
ら
ば
風
と
曰
う
、
之
れ
を
守
れ
ば
則
ち
散
ず
。
結
滞
す
る
を
気
と
曰
う
、
之
れ
を
守
れ
ば
則
ち

結
す
。
出
入
の
尽
き
ざ
る
を
喘
と
曰
う
、
之
れ
を
守
れ
ば
則
ち
労
す
。
声
あ
ら
ず
滞
ら
ず
出
入
倶
に
尽
る
を
息
と
曰
う
、

之
れ
を
守
れ
ば
則
ち
定
な
り
と
。
已
上
文
な
り
。
今
疑
う
。
之
れ
を
守
れ
ば
則
ち
散
、
則
ち
結
、
則
ち
労
、
則
ち
定
と
は
、

其
の
相
如
何
。
又
た
出
入
の
尽
き
ず
、
出
入
の
倶
に
尽
く
と
は
、
其
の
相
如
何
。
又
た

�
４
�

云
く
。
次
に
別
に
十
二
息
を
運

ぶ
と
は
、
謂
く
上
・
下
・
焦
・
満
・
増
長
・
滅
壊
・
冷
・
煖
・
衝
・
持
・
和
・
補
な
り
。
此
の
十
二
息
、
仮
想
の
心
を

帯
ぶ
。
所
以
は
何
ん
。
若
し
初
念
に
胎
に
入
れ
ば
即
ち
報
息
有
り
。
母
の
気
息
に
随
い
て
児
は
漸
く
長
大
し
、
風
路
滑

に
し
て
児
の
息
成
じ
、出
入
す
る
に
復
た
母
に
随
わ
ず
、生
じ
て
異
処
に
在
り
て
各
の
各
の
息
有
る
を
報
息
と
名
く
。依

息
と
は
心
に
依
り
て
起
る
。
瞋
欲
の
時
の
如
き
は
気
息
隆
盛
な
り
、
此
れ
を
依
息
と
名
く
。
前
の
六
気
は
報
息
に
就
き

て
想
を
帯
び
、
今
の
十
二
息
は
依
息
に
就
き
て
想
を
帯
ぶ
、
故
に
前
に
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
と
。
已
上
文
な
り
。
今
問
う
。

何
ぞ
上
息
乃
至
補
息
と
謂
う
や
。
又
た
前
の
六
気
は
報
息
に
就
き
て
想
を
帯
び
、
今
の
十
二
息
は
依
息
に
就
い
て
想
を

帯
ぶ
と
は
、
何
の
想
を
帯
ぶ
る
や
。
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答
う
。
呵
等
の
六
字
、
但
だ
唐
に
依
り
て
喚
ぶ
。
牙
舌
自
ら
相
い
当
る
。
彼
の
国
は
字
同
じ
く
も
喚
は
別
な
り
、
故
に
未
だ

悟
ら
ざ
る
の
み
。
依
報
の
息
、
任
運
に
父
母
生
身
の
息
な
り
。
息
を
想
い
想
を
運
び
て
作
す
な
り
。
令

�
５
�

想
・
煖
補
・
熱
想
あ

る
も
、
冷
補
は
但
だ
学
者
の
多
く
用
う
れ
ば
少
し
。
大
師
の
十
法
の
観
、
具
さ
に
は
止
観
損
益
文
の
処
に
説
く
が
如
し
。
并

び
に
口
決
一
巻
に
附
す
。
往
き
て
当
に
自
ら
審
詳
な
る
べ
し
。

承
和
十
年
五
月
七
日
、
内
裏
従
り
左
小
将
藤
原
良
相
大
夫
に
賜
い
　
状
を
副
え
て
山
家
に
送
る

【
現
代
語
訳
】

質
問
す
る
。『
摩
訶
止
観
』
観
病
患
境
の
「
気
を
用
い
て
治
す
」
の
一
文
に
言
う
に
は
、「
気
を
用
い
て
治
す
と
い
う
の

は
、
吹
・
呼
・D

・
呵
・
嘘
・E
（
の
六
気
）
で
あ
る
。
す
べ
て
く
ち
さ
き
に
お
い
て
呼
吸
し
、
歯
や
舌
を
め
ぐ
り
、
ゆ

っ
く
り
と
た
い
ら
か
に
心
を
運
び
、
想
を
帯
び
て
（
六
）
気
を
作
る
」
と
あ
る
。
い
ま
疑
問
と
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
六

気
の
一
一
に
つ
い
て
気
が
作
ら
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。
ま
た
（『
摩
訶
止
観
』
に
）
言
う
に
は
「
口
で
〝
吹
〟

を
行
っ
て
冷
気
を
除
き
、
鼻
よ
り
ゆ
っ
く
り
と
暖
気
を
入
れ
る
。
口
で
〝D

〟
を
行
っ
て
痛
み
を
取
り
風
の
動
き
を
除

き
、
鼻
に
や
わ
ら
か
な
落
ち
着
き
の
気
を
入
れ
る
。〝
嘘
〟
に
よ
っ
て
張
り
を
除
き
、
鼻
に
や
す
ら
か
に
と
け
る
気
を
入

れ
る
の
で
あ
る
。〝E

〟
に
よ
っ
て
疲
れ
や
消
耗
を
除
き
、
鼻
に
や
わ
ら
か
な
補
い
の
気
を
入
れ
る
」
と
あ
る
。（
こ
こ
で

説
か
れ
た
）「
暖
気
を
入
れ
る
・
や
わ
ら
か
な
落
ち
着
き
の
気
を
入
れ
る
・
や
す
ら
か
に
と
け
る
気
を
入
れ
る
・
や
わ
ら

か
な
補
い
の
気
を
入
れ
る
」
と
言
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
が
作
ら
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
の
か
。
ま
た
（『
摩
訶
止

観
』
に
）
言
う
に
は
、「
息
に
四
種
類
の
伴
う
も
の
が
あ
る
。
声
が
あ
っ
た
な
ら
ば
そ
れ
を
〝
風
〟
と
い
い
、
こ
れ
が
失

わ
れ
な
け
れ
ば
散
ず
る
。
結
び
滞
っ
た
息
を
〝
気
〟
と
い
い
、
こ
れ
が
失
わ
れ
な
け
れ
ば
結
と
な
る
。
出
入
が
尽
き
な
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い
の
を
〝
喘
〟
と
い
い
、
こ
れ
が
失
わ
れ
な
け
れ
ば
疲
労
す
る
。
声
も
な
く
滞
り
も
な
く
出
入
が
と
も
に
尽
き
た
の
を

〝
息
〟
と
い
い
、
こ
れ
が
失
わ
れ
な
け
れ
ば
そ
れ
が
〝
定
〟
で
あ
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
疑
問
が
あ
る
。（
こ
こ
で
説
か
れ

た
）「
こ
れ
が
失
わ
れ
な
け
れ
ば
散
ず
る
・
結
と
な
る
・
疲
労
す
る
・〝
定
〟
と
な
る
」
と
は
、
そ
の
相
は
ど
の
よ
う
で

あ
る
か
。
ま
た
「
出
入
が
尽
き
な
い
・
出
入
が
と
も
に
尽
き
た
」
と
は
、
そ
の
相
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
。
ま

た
（『
摩
訶
止
観
』
に
）
言
う
に
は
「
次
に
別
に
十
二
の
息
を
運
ぶ
と
は
、
上
・
下
・
焦
・
満
・
増
長
・
滅
壊
・
冷
・
煖
・

衝
・
持
・
和
・
補
の
こ
と
を
言
う
。
こ
の
十
二
の
息
は
、
仮
想
で
あ
る
心
を
帯
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
何
で
あ
ろ
う

か
。
も
し
最
初
の
念
で
胎
に
入
れ
ば
そ
こ
に
は
〝
報
息
〟
が
あ
る
。
母
の
気
息
に
よ
っ
て
胎
児
は
徐
々
に
成
長
す
る
の

で
あ
る
。
風
の
路
が
滑
ら
か
と
な
っ
て
子
ど
も
が
息
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
呼
吸
す
る
よ
う
に
な
っ
て
息
が
母
に
随
わ

な
い
よ
う
に
な
り
、誕
生
し
て
胎
内
で
は
な
い
と
こ
ろ
で
そ
れ
ぞ
れ
で
息
を
す
る
こ
と
を
報
息
と
い
う
。〝
依
息
〟と
は
、

心
に
依
っ
て
起
き
る
も
の
で
あ
る
。
瞋
欲
が
生
じ
た
際
は
気
息
が
盛
ん
で
あ
り
、
こ
れ
を
依
息
と
い
う
の
で
あ
る
。
前

に
述
べ
た
六
気
は
報
息
に
よ
っ
て
想
を
帯
び
る
が
、
こ
こ
で
説
い
た
十
二
息
は
依
息
に
よ
っ
て
想
を
帯
び
る
た
め
、
前

の
六
気
と
同
じ
で
は
な
い
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
質
問
す
る
の
は
、
ど
う
し
て
（
十
二
息
が
）「
上
息
か
ら
補
息
」
と
い
う

の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
「
前
に
述
べ
た
六
気
は
報
息
に
よ
っ
て
想
を
帯
び
る
が
、
こ
こ
で
説
い
た
十
二
息
は
依
息
に
よ
っ

て
想
を
帯
び
る
」
と
は
、
何
の
想
を
帯
び
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

答
え
る
。〝
呵
〟
な
ど
の
六
気
の
六
文
字
は
、
た
だ
中
国
で
こ
の
よ
う
に
発
音
す
る
の
で
あ
る
。
歯
や
舌
は
自
然
と
当
た
る
の

で
あ
る
。
日
本
で
は
漢
字
を
使
う
が
発
音
は
別
で
あ
り
、
だ
か
ら
ま
だ
理
解
で
き
な
い
だ
け
な
の
で
あ
る
。
報
息
と
依
息
に

つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
自
然
に
両
親
か
ら
生
じ
た
体
の
息
の
こ
と
で
あ
る
。
息
を
思
っ
て
、
そ
の
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
生
じ

る
の
で
あ
る
。（
想
に
つ
い
て
は
）
冷
た
い
想
か
ら
暖
か
い
補
い
や
熱
想
が
あ
る
が
、冷
た
い
補
い
は
単
に
学
者
が
用
い
る
だ
け

で
あ
る
の
で
実
例
は
少
な
い
。（
こ
う
し
た
）
天
台
大
師
の
十
乗
観
法
は
、『
摩
訶
止
観
』
損
益
文
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
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る
。
ま
た
『
口
決
』
一
巻
に
記
さ
れ
て
い
る
。
折
々
に
ま
さ
に
自
身
で
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。

承
和
十
（
八
四
三
）
年
五
月
七
日
、
仁
明
天
皇
は
左
少
将
で
あ
る
藤
原
良
相
大
夫
に
（
唐
決
を
）
下
賜
さ
れ
、
そ
れ
に
手
紙
を

添
え
て
比
叡
山
に
送
る
。

（
宮
部
亮
侑
）

（
１
）
 広
修
決
答
の
註
１
参
照
。

（
２
）
広
修
決
答
の
註
７
に
同
じ
く
、
出
典
は
『
摩
訶
止
観
』
で
あ
る
が
、
中
略
の
箇
所
（【
　
】
で
示
し
た
）
が
異
な
る
。「
又
口
吹
去
レ
冷
鼻
徐
内
レ
温
。【
安
詳
而
入
勿
レ
令
二
衝

突
。一
於
二
一
上
坐
、一
七
過
為
レ
之
。
然
後
安
レ
心
、
安
レ
心
少
時
更
復
用
レ
気
。
此
是
用
レ
治
意
。
若
平
常
吐
レ
穢
一
両
即
足
、
口
呼
去
レ
熱
、
鼻
内
二
清
涼
、一】
口D

去
レ
痛
除

レ
風
、
鼻
内
二
安
和
一。【
口
呵
去
レ
煩
。
下
レ
気
散
レ
痰
者
、
想
二
胸
痰
、
上
分
随
レ
口
出
、
下
分
随
レ
息
溜
、一
故
不
レ
須
二
鼻
中
補
一
也
。】
嘘
去
二
満
脹
一
鼻
内
二
安
鎖
。一E

去
二
労

之
一
鼻
内
二
和
補
一。」（
大
正
四
六
・
一
〇
八
頁
下
）

（
３
）
 広
修
決
答
の
註
15
参
照
。

（
４
）
広
修
決
答
の
註
17
参
照
。

（
５
）
恐
ら
く
は
「
冷
」
の
誤
り
。
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